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読書科学の研究1964

野間教育研究所阪本敬彦畿鵜

原理・－般

阪本敬彦(102)らは1960年以降の海外における読書科学

研究の展望を行なった。読書社会学については，テレビ

と読書・出版物の内容分析・読書習'慣・図書館・教師と

読書・読書に対する親の態度に関する諸研究，読書教育

については，読書教育の現状・読書教育をはじめる時

期・読書レディネス・グルーピング・特別進級・ワーク

ブック・読書不振児と治療教育・特殊教育と読書に関す

る諸研究，読書心理学については，読書の生理・知能お

よび学業成績・性格と読書・社会的経済的地位と読書・

読みやすさ・学習と読書などに関する諸研究が紹介さ

れ，1021点におよぶ分献の目録と索引が準備されてい

る。（日本読書学会＃事務局において無料配布〕

国立国語研究所(74)は第二研究部国語教育研究室にお

いて昭和28年度から昭和37年度にかけて行なった僻言語

能力の発達に関する調査研究”の総まとめを公刊した。

これは先に発表された“入門期の言語能力'，“低学年の

読み書き能力'''@高学年の読み書き能力”および同研究

所年報の諸報告に，若干の資料をつけ加えた上で体系づ

けた大報告である。読みの能力に関しては，ひらがな・

かたかな・漢字を読む力と書く力の発達，語奨の習得，

小学校低・中・高学年における読解力の発達について大

規模な調査の結果がまとめられている。

また，国立国語研究所(75)は書きことば研究室の語棄
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調査の成果を刊行した。この廠分類語葉表”は約三万二

千六百の語葉をその意味によって分類配列したのが特色

である。

最近における実業界の要望を反映して阪本一郎(98)は

熊ビジネス・リーディング入門”を編した。読みの技術

に関しては，速読法を中心にして，読みに関する基礎的

な問題をわかりやすく説明している。

読書 心 理

岡田明細は日本読書学会読書心理部会の共同研究の結

果を報告している。小学校5年生6名に4つの材料を読

ませて，考えたこと感じたことをモノログによって表出

させた。モノログを表現P場面・段落意識・将来・過

去・すじ・主題・予想の確認・予想の変更の9カテゴリ

ーに分類した。表現のモノログは作品全体にほぼ均等に

表われるが場面・段落意識のモノログは前半に多く中・

後半に少ない。将来のモノログは作品の中ほどに多く過

去のモノログは前半だけに表われる。すじ・主題のモノ

ログは共に後半に多い。予想の確認・予想の変更は共に

後半にのみ見られる。作品別にみると四作品中三作品に

おいて場面のモノログが最も多く，段落意識がこれに続

いている。モノログの個人差も確認されている。

横組み印刷物の活字の形はいまのままでよいか，どう

改めたらよいかについて，国立国語研究所第二研究部言

語効果研究室では一連の実験的研究を行なった。永野賢

らの報告('47)によると，読了速度では正体・平体よりも

長体の方が優れているが，語認知速度p文字認知速度で

は必ずしもそうではない。また眼球運動の観察や意見調

査もあわせて行なっている。



読書科学（Ⅷ’4）

文章の読みやすさを査定する方法として阪本一郎(95）

は文長比重による方法を発表した。これは現行の教科書

（国語・社会・理科）の文章の長さにもとづいて作られ

た尺度であって，先に発表された語葉比重法と併用する

ことによって，文章の読みやすさをよりよく査定するこ

とができる。

legibility（文字の見やすさ）とreadability（文章の

読みやすさ）についての最近の研究のあらましについて

は，阪本敬彦('01)が簡単な展望を試みている。

読 書 調査

朝日新聞社(4)は東京都23区と松本市の教員1769名に読

書調査を実施し，教員の属性（性・年令・勤務先・担当

教科・役職）による分析を行なった。性別にみると1か

月の平均読書冊数（単行本）は東京・松本とも男性が多

く，雑誌については女性の方がやや多い。しかし週刊誌

では一定の傾向がみられない。年令による読書量の差は

顕著でない。勤務先については，東京では小・中・高と

上級学校教員であるほど読書冊数が多くなるが，松本で

は逆に減少する。担当教科別にみれば，概して国語の教

員は単行本をよく読む傾向があり，保健体育の教員は週

刊誌をよく読む傾向がある。役職については，校長と教

頭は他の教員より多くの単行本を読み，週刊誌の読書量

は少ない。

丹羽照夫(157)は大阪市立高校の生徒の読書生活の実態

を報告している。丹羽によれば，「現代の高校生は精神

の成長に伴って内に求めるものを抱きながらも，適当な

指導者または友人にめぐり合うことが少なく，読書の醍

醐味も知ること少くして，テレビを始めとするマス・コ

ミ攻勢に押しまくられ，つい安易な生活に逃げ込もうと

している｡」家庭での勉強時間は1～2時間，テレビを

見る時間は2時間あまりであるが，読書に費やされる時

間はせいぜい30分～1時間にすぎない。

望月道子(199)は空想科学小説（sciencefiction,略し

てSF）が中学生にどのように受けとめられているかを

報告している。大阪市立の男女中学生1432名に，どんな
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本を読むのが好きかをたずねたところ，SFは探偵推理

小説，探検記，物語小説についで第4位であった。中学

生はSFを読むのが好きであるといってよい。男女差は

かなりあり，男子では第2位であるが女子では第6位で

ある。好む理由は「自由に連想できるから」「スリルが

あるから」「新しい科学技術がとり入れてあるから」な

どが挙げられている。この事実に対し，わが国ではすぐ

れたSFの出版がまだ充分でないとして，望月はすぐれ

たSFの出現を望んでいる。

清水照行(''0)は，小学生の間に月刊誌より週刊誌を愛

読する傾向が増してきたことに注目している。愛好の理

由は，熊つづきがすぐ読める，，旅戦争や宇宙のことがわか

る,，“マンガが多い”恢安い”などが挙げられるが，週刊

誌を読むことを頭から悪いことだときめつけないで，も

っと大きな立場からの読書指導が必要であると主張して

いる。

読書不振児

読書不振児に関するロピンソンの考え方を福沢周亮
（

177)が紹介している。これによれば読みにおける学業不

振児は，1.学業遅進児，2.読書不振児，3.潜在的能力の

ある学業不振児，4.読書ぎらい，の4群に分類すること

ができ，それぞれに応じた指導法が適用されるべきであ

るという。

松尾弥太郎(185)は読書の治療的指導法について解説し

ているが，ここでは，1.読書不振児，2.読書遅進児，3．

読書不安定児，4.読書偏向児，5.読書過多児，6.読書早

熟児，7.読書分裂児の七分類によって考察されており，

阪本一郎の分類とおおむね同じである。

高木弘行(''9)は，小学校低・中・高学年における読み

の治療的指導に関する事例報告をしている。低学年にお

いてはカード学習などによる語型認知の指導，中学年で

は，すじをつかむ，段落をつかむ，大意をつかむなどの

読解指導，高学年では語棄指導を中心にして治療的指導

を行なっている。
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読 書療法

日本読書学会では，かねてから読書療法のための適書

目録作成の仕事をつづけ，先に“子どもの性格形成の適

害目録（')小学校低・中学年用，，を読書科学誌上に発表

したが，引きつづき同高学年・中学校用を公表した。

(156)428の図書をその性格特性別に分類し，あらすじを

記したもので，児童生徒の性格指導と読書療法に便利な

ように編集されている。

さらに上述の二種類の目録をより整備したものが，阪

本一郎編によって単行書の形で刊行されている。（96)(97）

阪本敬彦('00)はこれらの目録の意義と利用法について

解説している。

読書療法の事例研究報告が，大神貞男剛と上吉川惰
（

59）によってなされている。大神は家庭裁判所で試験観

察処分になった中学三年生を治療した。この少年は,け

んかを好み，匁物を持ち歩くなどの異常行動を示してい

たが，この原因が父親の不倫生活と暴君的態度からくる

家庭不和にあると判定し，“次郎物語，，と仔鹿物語，，を

読ませて忍耐づよく読書療法を行なったところ，約三か

月で立ち直らせることができた。この治療の過程がくわ

しく報告されている。上吉川の報告は二人の問題児の治

療報告である。一人は母親がなく（離婚）父と子でアパ

ート暮しをしている小学校4年生で,陰気な，非社会的

な児童である。彼は狂言強盗を働いたことがある。もう

一人は過保護で干渉型の母親を持つ小学校4年生で，物

事にあきやすく，女子に乱暴をしたりする。両児とも，

生活指導と読書療法を併用することによって問題行動を

消去することができた。

読 書指導

わが国における読書指導の歴史については研究される

ことが少いが，阪本一郎(99)らは明治37年創刊になる雑

誌r教育研究」の中に，読書指導がどのように扱われて

きたかを歴史的に考察した。

読書指導の心理的基礎に関しては岡本杢六側の論文が
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ある。この論文では特に読書実態調査の方法および読書

量の増加・読書領域の拡大・読み物選択の指導法に重点

がおかれている。

深川恒喜(176)は学校教育における読書指導のあり方に

ついて述べ，(1)読書指導についての全体的総合的な計画

をもつこと，②読書生活の指導について，学校ではどこ

までどうやるかの見とおしをもつこと，(3)読書を直接的

な行動や作業，ないしは具体的な生活との結びつきにお

いて指導すること，例視聴覚的な媒体と，読書材料とを

関連的，有機的，総合的に使いうる技術，態度を養うこ

と，(5)集団的な接触や活動の中で読書をすすめるあたら

しい努力がなさるべきこと，(6)マスコミ時代においても

読書と疎遠にならぬよう，指導として読書生活を課した

り，読書の意味や効果を理解させる積極的な指導が必要

であること－の六つの点が重要であるとしている。

国語力とくに読みのスキルを高めるための読書指導を

浜中重信(164)が報告している。速読の力をつけることが

“読みとる力，，獲得のためのスタートでもありゴールで

もあるとして，フラッシュカードや速読み競争を併用し

ながら課外読み物を多く読むように指導した。一年間の

指導の結果，一分間読字数は平均56字増加したという。

主題読書subjectreadingの重要性については堵本良

平(55)が述べている。

神奈川県逗子中学校では昭和34年度から三年間にわた

って，ホームルームを主体とする集団読書の指導をおこ

なった。磯谷英夫鋤の報告によれば，同一の図書を同じ

時期にみんなで読み，読後にグループで発表するという

方法で，生徒の読書意欲を高めることができた。

千葉県周西小学校における読書指導の計画と実践につ

いて小沢忠夫剛が報告している。児童の発達段階に即し

た指導の体系をつくり，これに基づいた指導計画にそっ

て行われた実践報告であり，感想文と集団思考（読書

会）に重点がおかれている。

阿部哲郎(6)は岩手県水沢小学校5年生48名に対する読

書指導の記録を報告している。11月と12月を読書指導月

間とし，集中的に指導するのがよいとしている。
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家庭における読書指導のあり方について，飯田公一伽

は家庭が楽しい読書環境になること，生活指導と密接に

結びついた読書指導が期待されることなどに注目してい

る。

雑誌「児童心理」は漫画と子どもについて特集してい

る。

滑川道夫('50)は，マンガが読書入門になるかどうかの

問題をとりあげ，マンガは子どもたちに楽しみを提供す

るが読書を導かない，マンガから読書へではなくて，マ

ンガと読書と二本を並進させることが読書指導の任務だ

といわなければならない，と論じている。

阪本一郎(94)は，学習漫画について論じている。学習

に役だつような漫画が必要かどうかという根本的な問題

にふれ，絶対的な必要性を主張することは避けている

が，①漫画には，知的な内容をわかりやすく伝えること

ができる利点がある。②漫画には連続性と要約性があ

る。③漫画は子どもに親しまれている。の三つの理由か

ら学習漫画は小学校の低学年から中学年にかけて，活字

本に読みなれるまでの時期に与えるのがよいと述べてい

る。

漫画を社会心理・視覚心理・発達心理・教育心理の立

場から見た心理学的考察を磯貝芳郎鰯がおこなってい

る。一方，社会学の立場から見た漫画論を佐藤毅(107)が

展開している。

どんな漫画が“良い漫画”であるか，この問題を柳内

達雄(202)が解説している。いい漫画の条件は，①作者の

姿勢が健康であること。②性格・個性が描き分けられて

いること。③新しいマンガの魅力を発揮していること。

④現代への批評があること。⑤主人公が作者の描く理想

像として成功していること。などが挙げられ，一方，悪

い漫画の条件としては，①目をそむけたくなる表現。②

ものの見方をゆがめるもの。③いのちをそまつに扱うも

の。④低い興味に迎合するもの。などが挙げられてい

る。

漫画の読ませ方について亀村五郎(60)が述べている

が，彼の学級では’漫画を主とした週刊誌などは一日か

二日で読みおえるように指導して成功しているという。

また，石黒修剛は，母親の漫画恐‘怖症こそ克服さるべき

であるとしている。

総合法

一読主義読解法（総合法）に関する議論は活発であっ

た。横浜市立奈良小学校による“一読主義読解の方法”

(207)には，同校における理論と実践がくわしく述べられ

ている。ここでは第一に言語要素のとりたて指導を重視

し，指導の系統と内容を明らかにする。特にその中で学

習基本語葉を選定しているのが注目される。第二の特徴

は，従来の三読法（通読・精読・味読）とはまったく対

I庶的な一読総合法の実践が詳細に記録されていることで

ある。

教育科学国語教育誌は“一読主義読解は実用主義か”

を特集している。そこで，奈良小学校校長林進治(166)が

総合法を提唱しているのを受けて，時枝誠記(135)は，文

章並びに文章読解の理論の追求から出た彼自身の考え

が，林の方法とほぼ同じであるとして総合法こそ読解指

導の正しい目標だと述べている。馬場正男(167)は，総合

法における“立ちどまり'，“話し合い，，の効果を高く評

価しているが，なお形象理論，ケシタルト理論などとの

対決を十分に果しておかねばならないと助言している。

一方熊谷孝(66)は，一読主義は非常にすぐれた手段・方

法であるが，唯一万能の手段ではないとし，また平井昌

夫(173)は林のいう総合法はむしろ組み立て法と呼ばれる

べきもので，さまざまな読み方のタイプの一つと考える

べきだとしてかなり批判的な意見を述べている。さらに

国分一太郎(73)は，総合法は読み方教育の指導過程の全

部に適用されるものではなく，部分から全体への指導過

程を重視したものにすぎないと考えている。

このように総合法については賛否両論があるが，現場

における実践は着灸と進行されているようである。

小林喜三男(80)は，パプロフやルビンシュタインの理

論を引用しながら三読主義を批判し，総合法による実践

記録を簡単に報告した。松山市造〔187)は，総合読みは，

－ － 4－
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①文章全体をそのままの形で理解しようとする，②多目

的である，③問題の焦点をこどもの立場から主体的に発

見させ，解決への意欲をもやす必要がある，④読解活動

の中では，語・文・文群について意味を追求することに

主力を注がねばならない。の四つの理由から，言語要素

指導の重要性を強調し，特に文法指導について詳説して

いる。村松友次(194)は，総合法に対する批判の多くが誤

解から生じているとして，批判に対する反論を述べてい

る。菱沼太郎(170)，渡辺武(218),(219)加藤隆詮(56)らはそ

れぞれ基礎指導，表現読み，自立学習の観点から総合法

を主張している。

また，総合法を主張する児言研の機関誌「児言研国

語」には，吉田伴治(213),山下七郎(204),大木正之鋤,近藤

徹(89),石川二三子側そのほかの実践が報告されている。

読 解 指導

この領域でまず注目されるのは村松友次ら(214)によっ

て「ソビエトの読解指導」が緬訳出版されたことであ

る。これはリープキナによって1961年に刊行された「解

明読み授業における思考の発達」の全訳に，アダモヴィ

ッチの「小学校における解明読み」（1954）の一部を付

録の形でそえたものであって，同国における読解指導の

姿が説明されている。

沖山光㈱は，読解の基本的学習構造を重視し，これを

児童・生徒に身につけさせて主体的学習の確立をはか

り，さらには目的論に立つ読解の確立をはかることを提

唱し，三つの小学校による実践的研究の結果を紹介して

いる。

沖山側は，同じ主張を教育科学国語教育のシンポジウ

ムにも提案しているが，これに対して吉田昇(212)は，①

国語教材についての吟味が充分でない，②沖山の意味構

造論は，事実との関連をあいまいにしている，③教師の

指導性を過少評価している，などの点から，かなり痛烈

に批判している。一方石井庄司⑱'中野佐三(142),渡辺宏

(222),三枝康高(93)らがそれぞれの立場から沖山提案に対
する意見を述べている。このうち中野のものは，沖山提
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案が基礎をおいているプルーナーの学習心理学を，より

専門的な立場から解説したものである。

長田久男(143)は，読解指導法改善のための実践研究と

して，①文を区切る作業と②関連作業とを小中学生に課

すことを試みた。この方法は読解の基礎指導の方法とし

て重要なものであるとして松山市造(187)は，長田提案の

方向を全面的に支持している。一方小塚三郎(77)は，長

田の方法が，文章の構造に即して文章の意味を理解する

さいに，どの程度有効であるかを示すデータが示されて

いないことを指摘し，滑川道夫(152)も二三の問題点につ

いて述べている。

小林貞男(82)は，中学生の読解指導に関する提案をし

ている。中学二年生で読解力が上・中・下の生徒に，桑

原武夫の「もの言いについて」の文章を，題名を除いて

プリントしたものを黙読させたところ，中および下の者

の読みは粗雑であった。しかし題名を知らせてから読ま

せた場合の読解はより正確であった。この事実から小林

は，「題目を研究することによって全文の要旨に対する

見通しをたてさせておくと，問題意識が強固になり，そ

の見通しを中核に置いて重要語句や中心文を結びつけて

いったり重要段落の見分けができたりして，はっきりし

た要旨をとらえることができる」という仮説を立ててい

る。また中学1～3年生に，①尾括型②頭括型③腹括型

④分散型⑤並立型⑥追補型の六つのタイプの文を与えて

要旨をとらえさせてみたところ，発達的には④分散型以

外は学年が進むにつれて読解がよくなり，文のタイプか

らいえば頭括型がもっとも要旨をとらえやすく，腹括型

が一番悪かった。さらに，一つの文章を与えて題名を見

た時すぐにそれに対して肯定・否定・虚心の三つの立場

のどれかをとらせて読解させたところ，虚心群の読解が

わるく，肯定群否定群はいずれもよかった。このことか

ら，まず題目を研究し，論旨の方向と考えられるものに

対して，肯定または否定の立場をとらせて読解させる方

法が有効であると考えている。小林は，これらの仮説に

基づく授業の実践の報告も行なっている。望月久貴(198）

は，この研究を高く評価し，田中久直(129),西原栄穂(155）
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は，これに若干の助言を与え，白井勇(112),小野牧夫(52）

は，それぞれの立場から，小林の方法から引き出される

問題を論じている。
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136．鳥越信主題把握に疑問教育科学国語教育

4月号38～42

9
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137．鳥越信文学の享受か訓練か教育科学国語教

育8月号112～116

138．鳥越信文学の授業について教育科学国語教

育9月号107～111

139．鳥越信文学の授業について・続教育科学国

語教育10月号108～112

140．鳥越信文学教材の排列について教育科学国

語教育11月号105～110

141．仲田湛和・中野光一せい指導の体質改善をめ

ざ す 総 合 教 育 技 術 5 月 号

142．中野佐三「教材解説的指導から『学習構造』

の体得へ」を読んで教育科学国語教育

11月号26～31

143．長田久男文の構造に即して文の意味を理解す

るための操作法一国語科における「学

習技術」に関する研究一教育科学国語

教育12月号5～14

144．永野賢文章を文法的に承ることから教育科

学国語教育6月号70～74

145．永野賢説明文の読解指導教育科学国語教育

7月号78～82

146．永野賢学校文法論改良の立場から評価教育

科学国語教育8月号67～71

147．永野賢・高橋太郎・渡辺友佐横組承の字形に

関する研究国立国語研究所報告

148．中村格論理的文章の読解実践国語10月号

7～12

149・中山渡伝記教材における問題点（中学校）

教育科学国語教育9月号72～76

150．滑川道夫マンガから読書指導へ児童心理

3月号1～15

151．滑川道夫文学の教育性教育の時代11月号．

12～18

152．滑川道夫疑問点二，三教育科学国語教育

12月号15～19

153．西原栄穂文法指導計画の立案を教育科学国
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語教育6月号75～80

154．西原栄穂現場との関連を教育科学国語教育

8月号55～59

155．西原栄穂指導過程に一層の配慮を教育科学

国語教育12月号61～66

156．日本読書学会標準読承物特別委員会子どもの

性格形成の適書目録高学年・中学校用

読書科学第7巻第3,4号1～122

157．丹羽照夫統計的にゑた高校生の読書生活読

書科学第8巻第1号28～32

158．野地潤家説明的文章指導上の問題点教育科

学国語教育7月号73～77

159．芳賀秀次郎俳句教材の意味と方法教育科学

国語教育5月号44～49

160．長谷川敏正「千曲川旅情のうた」学習指導

実践国語4月号41～45

161．鳩貝実次郎読解指導における図表化実践国

語10月号24～2811月号21～24

162．鳩貝実次郎物語の読解指導実践国語11月

臨時増刊号53～61

163．鳩貝実次郎指導の重点をさぐる教材研究実

践国語12月号35～39

164．浜中重信国語力を高めるための読書指導読

書科学第8巻第1号11～15

165．林筒男今日の状況と文学教育一日本文学

協会合宿研究会報告一一一教育科学国語教

育11月号56～61

166．林進治総合法による読解指導教育科学国語

教育2月号5～15

167．馬場正男形象理論の克服を教育科学国語教

育2月号22～26

168．比江島重孝読解の指導と発問の技術実践国

語10月号33～37

169．樋口昌訓作文教育と関係認識変革の文学教育

教育科学国語教育12月号79～83

170．菱沼太郎表現をおさえた基礎作業教育科学

国語教育2月号64～68

171．飛田多喜雄歴史研究・隣接諸科学との関連で

教育科学国語教育6月号49～53

172．飛田多喜雄問題意識喚起の指導を教育科学

国語教育7月号55～60

173．平井昌夫総合法は望ましい読解指導の方法か

教育科学国語教育2月号32～36

174．平井昌夫国語科的指導目標はこれでよいか

教育科学国語教育9月号43～48

175．平田精一「ねことオルガン」の感想文実践

国語10月号19～24

176．深川恒喜学校教育における読書指導のあり方

指導と評価9月号4～8

177・福沢周亮学業不振児の研究一読承を中心

に－教育心理10月号72～75

178．古田足日偉人意識と人間像一三流伝記作

者の立場から－教育科学国語教育9

月号55～60

179．古谷綱武子どもと漫画を論じるおとなたち

児童心理3月号71～76

180．古谷綱武日本の教育文学の特質教育の時代

11月号4～11

181,発智弘雄読解における科学性実践国語9

月号51～5410月号28～32

182．前沢泰壷井栄「坂道」の主題教育科学国語

教育4月号29～37

183益田勝実文学教育における短歌の問題教育

科学国語教育5月号28～33

184．増淵恒吉主として教材選定について教育科

学国語教育5月号56～61

185．松尾弼太郎読書の治療的指導の方法指導と

評価第10巻第9号9～11

186．松山市造総合読承の基礎過程教育科学国語

教育2月号51～58

187．松山市造提案の方向を全面的に支持する教

育科学国語教育12月号28～33

－10－
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5

188．丸谷長進‘国語学力の分析と指導の組織明治

図書

189．三木立身・村松友治・平井昌夫・大久保忠利

教科研究の新路線と指導案の検討一国

語科一総合教育技術6月号42～51

190．宮1時典男指導過程を規定するものはなにか

教育科学国語教育8月号5～19

191．宮下勅夫国語科読解指導過程の研究(5)一時

間の指導計画案総合教育技術5月号

134～136

192．武藤辰男国語教室に「表現よみ学習」を実

践国語6月号26～27

193．村尾博科学的読解指導法を求めて（4～9）

実践国語2月号12～153月号13～

176月号3～137月号9～128

月号8～129月号3～17

194．村松友次批判読承教育科学国語教育2月

号59～63

195．村松友次作品構造諭即指導過程か教育科学

国語教育8月号26～32

196．毛利三郎俳句教材批判教育科学国語教育

5月号80～85

197．望月誼三論理の形式・方法を教育科学国語

教育7月号67～72

198．望月久貴合理的な研究の実践に賛意教育科

学国語教育12月号49～54

199．望月道子中学生の読承ものとしての空想科学

小説（SF）について－SF実態調査

集計の考察一読書科学第8巻第1号

21～27

200．森憲一授業分析による読解指導実践国語

11月臨時増刊号187～193

201．安田孝平読解指導の一場面実践国語4月

号18～20

202．柳内達雄いいマンカ．わるいマンカの条件

児童心理3月号44～49

読書科学の研究1964

203．矢橋俊夫他共同研究から教育科学国語教育

7月号47～54

204．山下七郎一読総合法における「書きこ承・書

き出し」児言研国語第1号66～72

夏季

205．山地芳弘一読総合法における話し合い指導

児言研国語第2号50～57秋季

206．八幡孝彦読解指導過程における脚色実践国

語9月号59～62

207．横浜市立奈良小学校一読主義読解の方法明

治図書

208．横山克己童話「あるいていこう」の指導実

践国語4月号21～26

209．横山克己国語科読解指導過程の研究(8)教材

研究と読解指導総合教育技術5月号

127～131

210．横IJI頁作説明文の読解指導について実践国

語5月号51～59

211．横山貞作説明文の読解指導について実践国

語12月号50～53

212．吉田昇現代学習指導の遺産をなぜ軽視するか

教育科学国語教育11月号14～19

213．吉田伴治物語文の指導（5年）児言研国語

第1号58～65夏季

214．ア・イ・リーフ・キナ（村松・小島訳）ソビエ

トの読解指導一解明読承と思考の発達

一明治図書

215．笠文七国語科読解指導過程の研究(4)単元の

指導計画案総合教育技術5月号132

～133

216．若宮貞次説明文の想の流れの類型実践国語

1月号24～28

217．若宮貞次伝記丈の想の流れの類型実践国語

12月号13～17

218．渡辺武一読法にもとづく表現指導児言研国

語第2号58～65秋季

－11－
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219．渡辺武一読主義と表現よ承教育科学国語教

育2月号69～73

220．渡辺武次読解・文学の指導児言研国語第

1号119～123夏季

221．渡辺宏研究計画のたてかた教育科学国語教

育6月号18～23

222．渡辺宏求道者と自学の読解教育科学国語教

育11月号32～37
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‘ 6 4 年の出版界，‘

東 販 出 版 科 学 研究所河北憲夫鵜器

に小さいものであるかも知れない。しかし出版物が技術
戦後19年目の出版界

革新或いは消費革命の波に直結しない，昔ながらの読書

戦後の出版界は大体一般世相に現われた四つの段階にという行為に結びついた商品であることを考えれば上に

相応する動きで今日に至っていると思う。第1は昭和24述べたような普及増は出版界としてむしろ長足の発展と
年までの戦後の混乱期，第2は朝鮮動乱と日米講和条約いってよい。

によって促進された初期の復興期（25～29年)，第3は 何れにしても戦後の出版界は年々出版活動が活発とな

神武，岩戸景気とマスコミの発達を中心とした本格的復り，それにつれて発行部数も増えてきたが，とくに35年

興期（30～34年)，第4はレジャーの風潮が拡がる反面に始まる第4期からは伸びが一段と大きくなった。そし

経済の高度成長が終息に向った時期（35～39年)，およて39年に入ると出版物の膨張は更に規模を拡げ，逆に記

そ5年を区切って転回したこれらの段階を経て，今日の録的ともいえる伸びを示したのである。少しく具体的に

第5期，即ち色々な意味で安定成長が目ざされる時期をその膨張振りを見ると，発行部数の対前年増加率は書籍

迎えているわけだが，歌は世につれのたとえ通り，読者17％，月刊誌4％，週刊誌13％で，三者揃ってのこう

大衆の生活に結びついた出版活動も，そうした世相を反した伸びは異数のことといえよう。なお注目されるのは

映して，各時期それぞれに特徴ある傾向を見せた。この間，平均定価が書籍13％，月刊誌8％，週刊誌9

ただ，戦後を一貫していえることは出版物の量的な膨％と値上りしていることである。この値上り巾は決して

張である。試みに戦後の混乱期が終った昭和25年の出版小さなものではないから，出版物としてはそれだけ普及

量を見ると，年間にして書籍を’億2,000万冊，月刊誌上の抵抗を受けたことになるが，結果はむしろ返品率の。

2億6,000万冊，週刊誌3,400万冊と推定されるが，それ好転，実質売行の上昇となって現われた。加えて出版企

に比較して今日は書籍3倍，月刊誌2倍，週刊誌に至っ画の動きを示す出版点数も対前年で書籍13％，月刊誌4

ては20倍にも及ぶ膨張振りである。 ％，週刊誌8％のそれぞれ増加となっており，出版物は

一方読者対象としての人口は25年が8,300万人であっどの面から見てもその数量的な規模を大きく拡げたこと

たからその後の増加率はせいぜい16％増といったところになる。

である。してみれば出版物の普及が人口増を遥かに上廻もちろんそうした量的拡大の反面で，質的な面でも出
って進められたことになる。 版企画が多彩，重厚の度を加えていることは事実であ

もちろん戦後は生活商品全般に亘って目ざましい生産る。しかし出版界発展のウェイトがどこにかかっていた

上昇があり，その規模からすれば出版物の伸びなど非常かということになると，やはり量的な膨張にその特徴が

あったといってよい。大体今日までの出版界は経済，社
器Thepublishingworldinl964・

会，文化など世の中の一般の急速な上昇気流と共に，次．装器KAWAKITA，Norio(Instituteforthestudy

ofpublication，TOhan）をブームを描きながら伸びてきた傾向が強い。このよう
－13－
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なことからどうしても量的な発展が先行してきた◎とこ

ろが最初にも触れたように，社会の高度成長が安定成長

に移行し始めたのと軌を一にして，出版界にもようやく

質的な発展への期待が高まっている。だとすれば39年は

その量的発展が一つのピークに達した年であると共に，

質的な発展への端緒ともなった年といえるわけで，39年

の出版界の意義もその辺にあると思う。

戦後19年目という意味で39年の出版界の大勢的な位置

を述べたが，次にこの年の出版活動を書籍，月刊誌，週

刊誌に分けてその概要を眺めてみたい。

害 籍

一 大 勢強気の書籍出版 一

39年の後半からいよいよ深刻となった不況ムード，或

いはオリンピック開催による小売書店での出版物の売行

低調などから，さすがに秋以降新規出版は慎重となった

が1カ年を平均すれば書籍出版がかなり強気で進められ

たことは事実である。例えば総出版点数の中でも特に新

刊点数の伸びが大きいこと，また平均定価に見られる1

割余の大巾値上げなどが如実にそれを示している。

ところで部門別の状況であるが，総出版点数や総部数

での活況からも分るように，大半の部門が伸びており，

前年を下廻ったのは23に分けている書籍部門の中で僅か

3部門に過ぎない。従って色々な種類の書籍が好調な売

行を示したといってよいであろう。

そこでこの年間，ベストセラー的な売行を持った作品

を中心にその概況を見ることにしよう。

・百科事典関係

36年に“国民百科事典，，（平凡社）が刊行されてから

百科事典の普及は急速に拡がり始めた。生活の安定や文

化性の向上に加えて，戦後のベビープームによる入試難

から子供に対する教育熱が高まったこともその大きな素

地となっている。従って廠国民百科事典”に次いで出さ

れた“日本百科大事典”（小学館）も尻上りに売行を伸

ばし，前年に続いて全集物ベストセラーズのトップを占

めた。なお39年には新らしく“世界百科大事典“（平凡

社）が発足したが，これもiこり出しは上々で全集物のベ

スト5位にランクされた。（推定発行部数対前年73％

増）

・地理関係

開放経済や海外渡航の自由化が実感をもって現実の姿

となったのは39年であるが，こうしたムードは早くも32

年の国連復帰以来芽生えていた。熊モゴール族探検記”

“ロンドン東京5万キロ，，礎何でも見てやろう”などが

異郷への関心をそそる作品としてすでにベストセラーと

なっていたが，39年は更にオリンピック開催ということ

があり，一層具体的な出版企画となって現われた。単行

本の“世界の旅”（兼高かおる)，“ソビエト感‘情旅行，，

（安岡章太郎)，『『カナダエスキモー，，（本多勝一）など，

また全集の“世界の旅”（小学館)，”世界の文化地理”

（講談社)，‘‘世界の文化'，（河出書房）などがそれで，

このほか内外地の旅行便覧に類するものをも含めると実

用性に結びついた地理書が巾広く進出した。なおちょっ

と異色のものとして髄失なわれた大陸，，（H､B・アンド

レーエヴァ）を加えておこう。（推定発行部数対前年

3％増）

・歴史関係

39年に入ってから戦後20年，或いは明治100年といっ

た言葉がマスコミに登場し始めたが，ともかく歴史に対

する関心がかなり高まってきた。その結果，“炎は流れ

る”（大宅壮一）がベストセラーズの7位を占めたほか，

『『江戸城'，（村井益夫)，“忠臣蔵'，（松島栄一)，“中国

の歴史，，（貝塚茂樹）礎ダラスの金曜日，，（AP通信社）

などがかなり売れた。なおここで触れておきたいのは歴

史的関心が単に歴史関係の書籍ばかりではなく，いわば

源流を探る形で種々の分野に通じていることであって，

これは美術や文学或いは社会事業に亘って現われてい

る。（推定発行部数対前年3％増）

・宗教関係

現代を太平の世と見るか乱世と見るかは別として，戦

前，戦中，戦後の世代にそれなりの疎外感があるとすれ

ば，その不安や不満の底流は決して小さいものではなか
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ろう。色食な新興宗団の隆昌もさることながら，一般大

衆に宗団の教科書以外のものが求められていることは事

実で，熊歎異抄入門，，（本多顕彰）がかなり多くの読者

を捉えたことなどその好例といえよう。現代人の眼を通

して見る宗教といった観点から，この種の類書は相当な

伸びとなった。（推定発行部数対前年9％増）

・哲学関係

一面で宗教的関心ともつながるが，むしろ最近の特徴

は処世的なものに重点が置かれている。もちろんそれを

購入する読者の立場でニュアンスの違いはあるが，例え

ば『『現代を生きる心理学，，（南博）がサラリーマンの生

活に通ずるものとして，儲考えるヒント'，（小林秀雄）

が学生層に関係の深いものとして，よく売れた。このほ

かオーソドックスなものとしては全集“世界の大思想，，

（河出書房）も挙げておく必要があろう。（推定発行部

数対前年7％増）

・法律関係

マスコミの発達はぼう大な社会機構とその中で操まれ

る個為の人間との歪んだ関係を，例えば色をな事件とし

て照射する。社会派推理小説もそれを母胎として隆盛を

迎えたが，何れにしても法律の世界がポピュラーな出版

企画として読者大衆にアピールするようになったことは

明らかで，“小繋事件，，（戒能通孝）がその種の作品と

して注目をひいた。ところでいわゆる法律書であるが，

この本来の分野でも個人や企業の実用解説的なものが活

発に加わって大勢好調を続けた。（推定発行部数対前

年20％増）

・経済関係

すでに前年から高度成長のひずみが色々議論されるよ

うになったが，39年に入って企業の倒産が相次ぎ戦後最

高の件数を記録するところまで悪化した。生々しい不況

感が各種産業に波及し，それが具体的には企業防衛の意

識を喚起して経営に対する関心を一層高めることになっ

た。こうした環境の中で経営関係の書籍が脚光を沿びた

のは当然であろう。まずズバリ不況感にマッチするもの

として‘f不況期の経営学”（古部都美)，．‘奇跡の会社”

‘64年の出版界

（渡辺羊二)，鶴悲劇の経営者，，（三鬼陽之助）髄社長への

直訴状，，（三鬼陽之助）などが生きのいい実例を材料に

事態を身近に解明して人気を得たが，その一面では“会

社を変る法，，（赤井和夫）といった作品が不況とも結び

ついた一種の処世の本として売れたことも興味ある現象

といえよう。

ところで不況感は経済の安定成長への移行ともからん

で企業の体質改善を刺激するが，こうしたところから

《《電子計算機，，（南沢宜郎)，《《マキャベリズム，，（唐津

一)，“重役養成計画”（城山三郎)，〈《物の見方考え方'，

（松下幸之助）が伸び，またサラリーマンのハウツー物

として“時間の管理学'，（小林勲)，《情報の集め方，'（有

田恭助）もかなりの売行を見せた。

以上はいわゆるビジネス物をも含めた経済書である

が，本来の経済書としては全集“現代の経済'，（河出書

房）や“経済学は難かしぐない'，（都留重人）などが挙

げられよう。なお2～3年来の株式市場の不振は証券関

係の書籍を低調にしているが，その反面で“兜町の内

幕”（森喬一）や《《会社万般書付表”（田中洋之助）な

どが売れたことは皮肉である。もう一つ，開放経済の展

開に伴って“国際金融入門，，（堀江薫雄）が登場の機会

を得たことも一つの傾向といえよう。（推定発行部数

対前年7％増）

・理エ関係

マクロ的には科学技術の急速な発達，ミクロ的には各

種企業の成長と競争，更には生活の科学的合理化などを

背景に，理工関係書は数年来地味ながら着実に普及を進

めてきたが，39年はその伸びが一段と高まった。学術書

或いは専門書の好調はもちろんとして，ポピュラーなも

のでは“科学の事典，，（岩波書店）《《宇宙空間への道'，

（畑中武夫)，“世界の自動車，，がこの種のものとしては

かなりの部数を捌いた。（推定発行部数対前年33％

増）

・医学関係

生活のゆとりや太平の風潮は人生を楽しもうとする意

欲を刺激し，それが反面では健康に対する関心，ひいて
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は長命への期待を濃くしていることは否めない。加えて

マスコミ或いは薬品メーカーによって伝達された健康管

理の知識は一つの大衆医学的ムードともなって拡がって

いるが，事実それを迎えるような出版企画はなかなか盛

んである。中でも“私は癌ウィルスを発見した，,（蓮見

喜一郎)，“ホームドクター家庭の医学”（秋元波留夫他）

がまとまった売行を見せた。（推定発行部数対前年29

％増）

・家事厚生関係

まず家事関係であるが，この種の書籍に対する需要は

生活の多様化或いは住居の充実によって2～3年来上り

坂を辿ってきた。しかしようやく出版企画のマンネリ化

という傾向も現われて39年は従来ほど華をしいものは見

当らず，前年刊行された全集“クッキングカード,’（講

談社）と“レース編カード，，（講談社）が年を越えて完

結までの1時期を飾った程度である。

次に厚生関係ではオリンピックというタイミングもあ

って“おれについてこい'，（大松博文)，“なせばなるも

（大松博文)，“東京オリンピック”が多くの読者にアピ

ールした。

もっともこの中，前二者はオリンピックというよりむ

しろ一種の駁根性訓，，として経営害的売れ方をしたとこ

ろにベストセラーとしての特徴があったようだ。（推定

発行部数対前年17％増）

や語学関係

貿易や海外渡航の自由化を見込んだ外国語の出版企画

はすでに前年から盛んで，その頂点が“英会話全集'，(講

談社）となって現われている。従ってこの分野ではブー

ムに類する活況はも早終って根強い普及過程を迎えたと

いってよい。僅かに一ひねりした“英語笑字典，,（郡司

和男）がまとまって売れた程度である。なお外国語と関

係はないが，実用話術として“3分間スピーチ'，（諸星

竜）がかなり出た。（推定発行部数対前年4％増）

・文学関係

まず単行本では前年の《《徳川家康，，に次いで39年もベ

ストセラーズのトップは文学物によって占められた。そ

の作品は無名の学生による記録文学"愛と死をみつめて，，

（河野実，大島みち子)，ここ数年，ベストセラーズの

上位5位あたりを見ると，“徳川家康，，（山岡荘八）を

除いてまさに職業作家不在の感があるが，それはともか

くとして賦愛と死をみつめて”に象徴されるように39年

の上位作品はいわゆる純愛ムードの傾向が強く，“若き

生命の日記，，（大島みち子)，“おかあさん”（サトウハ

チロー)，“アンネの日記，，（アンネ・フランク）などが

瞳を接して続いている。これらの作品からもう一つ感じ

られることは，文学といっても現実の記録に裏打ちされ

ているということであろう。“徳川家康”にしても歴史

を基礎としている点でやはり変りはない。

ところで職業作家であるが，文芸物では“行為と死，，

（石原慎太郎）がベスト・9位に入ったほか，噸愉家の

人を”（北杜夫)，“光る海'，（石坂洋次郎)，嘆秀吉と利

休'’（野上弥生子)，“されどわれらが日々 ”（柴田潮)，

嘘砂の上の植物群”（吉行淳之介)，《《夕陽と拳銃”（檀一

雄)，“個人的な体験”（大江健三郎）が或る程度よく売

れたものとして挙げられよう。

推理小説を見るとやはりその退潮は蔽えず，“廃虚の

唇，，（黒岩重吾）がやっとベスト・10位で，あとの“花

実のない森”（松本清張)，《《夢の超特急'，（梶山季之)，

"象牙の穴，，（黒岩重吾)，“陸行水行'，（松本清張)，《《影

の兇器''（梶山季之)，“検事霧島三郎”（高木彬光）など

は，かつて社会派推理小説が見せた売行には遠く及ばな

いo

さて全集物であるが，この方では最近の文学全集ブー

ムを反映して全集物ベスト・10の中，児童関係1点を含

めて6点がランクされている。即ち噸日本の文学”（中

央公論社)，“世界の文学”（中央公論社)，“世界文学全

集，，（河出書房)，“昭和戦争文学全集'，（集英社)，“現

代の文学，'（河出書房）がそれであるが，こうしたこと

からも読者の文学作品に対する堵好は全集への収録とい

う与えられた基準に立っていることが分る。現代文学の

不振ということ以上に名作的権威性に対する信頼が強い

のである。文学全集としては以上のほか更に5点程度が
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好ましい売行を示した。なおこの種の全集とは別にいわ

ゆる忍者物も世上人々の口に上る程ではないが或る程度

の人気を得ており，例えば嘘山田風太郎忍法全集,'がベ

スト・16位に入っている。

何れにしても文学関係は各種の文学全集に加えて“愛

と死をみつめて”の爆発的な売行や“徳川家康”の巻を

重ねての好調を中心として，近年にない活況を呈した。

（推定発行部数対前年32％増）

・芸術関係

レジャーの風潮が高まった35年頃から書籍にも趣味的

傾向が反映して芸術関係のものがよく売れるようになっ

た。その中心はもちろん美術害にあり，毎年その種の全

集が1～2点全集物ベストセラーとして登場した。39年

も同様で《《世界の美術'，（河出書房)，《《世界美術”（講

談社）がそれぞれ8～9位を占めたほか，“北斎と広重'，

（講談社）も'5位に入っている。大体芸術関係の書籍は

製作コスト面から，殊に単行本では高定価のものが多い

が，それだけにまだ限定出版的な傾向が強く，勢い刷部

数も地味とならざるを得ない。従ってベストセラーにな

るほどの単行本は見られないが，個々の売足はなかなか

強い。ともかく芸術関係の書籍は美術全集を筆頭に読者

への浸とうを高めている。（推定発行部数対前年30％

増）

七児童関係

テレビの普及，或いは児童週刊誌や月刊コミック版の

大量進出は確かに児童関係にはマイナス条件となってい

るが，これは児童の自宅購読に関係のあることで，児童

図書出版には大勢それほど影響があるとは考えられな

い。むしろここでは学校図書館のi充実や父兄の教育熱に

‘64年の出版界

の話，，（村山定男)，中学生向では"黒部ダム物語”（前

川康男)，“シロクマ号となぞの鳥，，（A・シンサム)，

“シラサギ物語”（岩崎京子)，“エルザの子供たち，，

（J、アダムソン）などがよく売れた。また課題図書以

外では“星の王子さま，,（S､テクジュペリ），《《こぐま

のプーさん”“プーさん横丁にたった家，,（共にA"A、ミ

ルン）を挙げておこう。

次に全集では39年度全集物ベストセラーズで9位を占

めた“少年少女世界の名作文学全集”（小学館）のほか

睡少年少女新世界文学全集”(講談社)，《《岩波少年少女

文学全集”（岩波書店）が息長く売れている。（推定発

行部数対前年6％増）

月刊誌

一地味ながら着実に普及一

週刊誌の大量出廻り，或いはペーパーバックスの進出

などもあって，月刊誌の普及は決して平坦とはいえない

が，それでも39年の実績は全体として堅調に推移した。

発行点数，部数の増加にも拘らず返品率が悪化しなかっ

たからである。従って実質売行はそれだけ伸びたことに

なるが，一面で平均定価に1割近い値上りがあったこと

を考えれば，なおその感が強い。売行の内容を見ても，

26に分かれている部門の中で部数的に前年より落ちたの

は7部門であるから，かなり平均的な増勢である。具体

的にその消長を眺めてみよう。

・児童誌

月刊誌の中では飛び抜けた大部数を擁している。ほぼ

月刊誌の弘を占めるが,ここ3～4年来の動きとして

は，読者対象となる人口の減少,テレビの影響乳或いは

こそ注目される要因がある。 児童週刊誌に対する人気の集中から全く振わなかった．

ところで39年の児童図書の売行を見ると，何といって毎年発行部数が大巾に減り，その先行にもかなり悲観的

も全国SLA選定課題図書が大きな地盤で，それに指定な見方が出だした。ところが39年になって急激に盛り返

されたものが単行本では圧倒的な位置を占めた。例えばい最近の減少分を一気に取り戻した。最大の理由は

小学生向では“まあちゃんと子ねこ”（壷井栄)，‘《エル“鉄腕アトム”などのコミック版にある。テレビとの相

マーの冒険，’（R､S・ガネット）,パ《南の浜に集まれ，’乗効果もあって児童を大きく捉え多数の売行となづた。

（香川茂)，“銀色ラッコの涙”（岡野薫子)，“宇宙旅行なおこのほかに学年誌の伸びなども挙げられようbやは
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り親が買い与えるケースが少なくないだけに子供に対す

る教育熱の高まり，ひいてはテレビの視聴，或いは児童

週刊誌との接触についての指導的配慮が反映しているこ

とは見逃せない。（推定発行部数対前年16％増）

・大衆誌

児童誌に次いで大部数を持っているが，これも37年頃

から目に見えて減少した。娯楽的要素の強いものだけに

レジャー，テレビ，週刊誌との競り合いから受ける影響

は大きい。それに都条例などの不良誌追放の対象となっ

たこともその退潮に追い討ちをかける結果となった。

（推定発行部数対前年12％減）

・生活誌

女性の職業上，或いは趣味での多様化はその実用記事

に対する噌好とも相まって，生活誌の人気を高めてき

た。事実4～5年来その発行部数は増加一方で，39年も

また着実に増加しており，月刊誌のホープ分野としての

地歩を固めている。（推定発行部数対前年3％増）

・婦人誌

女性向の総合誌としてその伝統と親しみ深い品格で人

気は依然として強い。ただ一方で生活誌が伸びている関

係もあり，それとの競合から形勢は弱含みの模様となっ

た。（推定発行部数対前年3％減）

・総合文芸誌

ホワイトカラーなどの中間階層や大学生の増加から2

～3年来好調に伸びたが，39年はちょっと足踏みの状態

に入っている。（推定発行部数対前年横這い）

・エ学工業誌

科学技術の絶え間ない発達，企業間の技術開発競争，

或いは科学の大衆化などを背景にその発行部数はかなり

顕著に伸びている。（推定発行部数対前年11％増）

・受験学習誌

中学生数は減少過程に入ったが，高校生数は史上最高

となり，加えて入試難などの条件もあって堅実に売行を

上げている。（推定発行部数対前年6％増）

・経済誌

専門的なものから個人の利殖まで，その巾は広いが，

やはり株式の不振による低調はまぬがれず，39年は冴え

ないまま終った。（推定発行部数対前年4％減）

大体以上が月刊誌の主な分野であるが，このほかでは

美術，音楽，詩歌俳句などの趣味誌が売行を伸ばし，ま

た自然科学関係のものが好調を辿っている。

週刊誌

－大巾に伸びた週刊誌一一

36年以降下り坂を辿った週刊誌は38年になってやっと

復調を迎えたが，39年にはオリンピックなどの週刊誌的

材料を得て活況を呈し，その復調を本格的なものにし

た。

その結果，前年に比較して発行点数，殊に部数が大巾

に増加，また平均定価の9％高という条件を排して返品

率もかなり好転した。売行の内容を見ても僅かにスポー

ツ誌と専門誌の低調を除き，週刊誌の主流となる分野は

揃って上向いた。こうしたことは最近では見られなかっ

たことであり，十分注目の対象となる。

・組合誌

週刊誌では最も部数が多いが，動きとしてはここ3年

に亘って毎年後退を続けてきた。

併読が減ったからである。新聞社物に特にその傾向が

強かったが，オリンピックで再燃した週刊誌ムードがそ

れをカバーすることになった。（推定発行部数対前年

2％増）

・大衆誌

総合誌に次いで大部数を持つ分野であるが，これも組

合誌と同じ経過で縮少を辿ってきた。それが“平凡パン

チ”の新刊と成功なども影響してかなり大きく盛り返し

た。（推定発行部数対前年14％増）

・児童誌

すでに前年驚異的な人気を集めて倍増を上廻る伸びを

示したが，39年もその余勢を駆る形となった。続き物の

1週回転と読み易さが子供の堵好に投じたわけだが，と

もかく週刊誌にとってこの分野が大きなドル箱となった

ことは事実である。（推定発行部数対前年42％増）

－18－
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・婦人誌

都会的ムードの全国的浸とうや女子雇用者の増加とい

った好ましい環境から，39年も児童誌に次ぐ大巾な増勢

となった。（推定発行部数対前年3'％増）

なおスポーツ誌と専門誌については初めにもちょっと

触れたが，前者はスポーツ新聞との競合’後者はその大

半を占める経済誌の株式不振による人気離散が影響し

て，それぞれ対前年13％，5％の減少となった。

おわりに

以上が大雑把に見た39年の出版状況であるo

対前年のデータが示すようにかなりエネルギッシュな

出版活動である。然しただでさえ膨張を続けてきた出版

量の上にそれだけの出版物が加わったのだから，その浸

とうは相当な水準に達している筈である。国連の統計に

よるとすでに’62年我が国の書籍出版点数はソ連，イギ

リスに次いで世界の第3位を占めている。国語の制約を

‘642甲の出版界

考えれば我が国の出版物はあくまで1億の人口が対象で

ある。輸出も増えてはいるが，全体からすれば殆んど問

題にならない。とすれば1億という出版市場の器はもう

そろそろ満杯に近づいているのではないか。もちろん39

年の返品率はむしろ好転しており，その限りでは大きな

荷もたれがあるとはいえない。それに読書という行為は

桝で計れるものではないのだから満杯云々は早計である

かも知れない。その意味ではこの稿の初めに出版物の膨

張が一つのピークを迎えたと述べたのも絶対的なもので

はないが，ただ39年の出版内容を見ると，例えば書籍で

は最大の魅力分野である全集物に限界が現われている。

また大量に進出したペーパーバックス類にもだぶつきが

出てきた。雑誌にしても多数読者を擁する分野での企画

の重なりやマンネリ傾向は決し少なくないのである。こ

のように出版物は明らかに質的な発展への必要度を高め

ているわけで，そうした転換をはっきり示唆したところ

に39年の意義があったと思う。
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児童娯楽雑誌の1964年，‘

日本読書指導研究会谷川澄雄詩

1963年の児童娯楽雑誌の問題点や動向については，昨

年の「日本児童文学」6月号に，日本読書指導研究会の

今村秀夫氏と谷川が，共同執筆してまとめているので，
61〃.

‘64年につ1,,ては，そこでの問題点を足がかりにして，
．’；‐

問題点を拾ってし､ってみることにする。

‘63年は，一見，相も変わらぬ児童雑誌とみえるもの

にも，内容にはかなりの変化がみられたとして，問題点

を四つほどにしぼりあげた。その第一は，「戦記物が激

減していること｡」その第二は，「時代物マンガが目立つ

こと｡」第三として，「リバイバルマンガの登場｣，第四

に「編集に，いささか個性めいたものが見えてきたこ

と｡」などを取りあげてみたのだが，‘64年をふりかえっ

てみると，どうも‘63年に，ようやくきざした編集意欲

も,期待したほどに伸びていかないばかりか,ふたたび，

自信を喪失したすがたになってしまったように思える。

ところで，児童雑誌のあくどい内容に対して，批判の

声が高まったのは，昭和30年のことである。今，当時の

雑誌の内容をふりかえって，今日の児童雑誌と比較して

みると，これらの雑誌の編集が，いかに同じ時点を堂を

めぐりしているかがよくわかると思うので，30年の3月

21日・4月4日号「日本読書新聞」の中から，いくつか

のタイトルと，内容をとり出してみようと思う。

男子の雑誌については，「マンガ絵物語が大半」「フ

ロク即単行本」「時代もの増える」「まさに百鬼夜行」

などという小見出しと共に，「残虐の限りを尽す」（娘

器Thejuvenilemagazinesforamusementsin

l964･

笑器TANIKAWA,Sumio（JapaneseSocietyfor

thestudyofreadingguidance）

の生血を吸う老婆も登場）とか，「平気で殺し合い」

「いきなりケンカを」「さかんな戦争もの」などという

大見出しが見られる。

また，女子の雑誌については，「ずらりと少女歌手」

（かくして作られるミーハー族）「少女小説は類型化」

「処世観をゆがめる｡」などということばが，大きな活

字で，アッピールされている。

こうした，昭和30年の児童雑誌の内容は，そのまま，

‘63年の児童雑誌に重ねても，ほとんど，ずれるところ

は見あたらない。そして，‘64年もまた，大同小異なの

である。そのことは，つぎに揚げる雑誌の内容一覧表で

もはっきりとわかる。

少年画報7月号

①マンガ180P．②読承物35P．③その他96P．

④ 付 録 5 点

マンガ

0戦太良6辻なおき戦争付録に続く

赤銅鈴之助武内つなよし武芸付録に続く

最前線望月三起也戦争付録に続く

ポパイ森田拳次ユーモア

かくれ忍者伊賀丸小山春夫忍者もの

でこちんやまねあおおにあかおに生活

識くん団鍔昔也スポーツ（柔）

じゃりっ子大将スポーツ（柔）

赤ん坊帝国泉ゆき雄科学戦争付録に続く

へんな子ちゃん？

読承物

植 物 の 不 思 議 篠 田 八 郎 解 説 読 承 切 り

傷だらけの王者ピリワットレー田鶴浜引う。ロレ

ス連載

忍者道順の記手裏剣小山龍太郎忍者読み切り
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世 界の 六大 犯罪真樹日佐夫犯罪読承切り

海の名将山本五 十六高城肇伝記読承切り

ゆうれいに殺された男忍足忍，怪奇読承切り

ぼくら7月号

①マンカ148P．②読承物75P．③その他59P．

④付録5点

マンガ

風のフジ丸白土三平忍術付録に続く

ゴロー楠たかはる戦争付録に続く

なげる健一辻なおき野球付録に続く

狼少年ケン伊東章夫胃険

山の子一平どやたかし生活

よたろうくんやまねあかおに生活

次郎長一家森田拳次生活

少年忍法隊高野よしてる忍術

読承 物

心に太陽を晃墓蕊蒙型屋畜く両部蕊童茂
地球をねらう宇宙人作伯誠一

アマゾニアの動物探検実吉達郎

雨の日もおよいだかつばの子

南太平洋のつばさ直江信

少 年7月号

①マンガ118p、②読承物65P．③その他117P．

④付録7点

マ ンガ

鉄人､28号横山光輝ロボット付録に続く

鉄腕アトム手塚治忠ロボット付録に続く

ストップ・にいちゃん関谷ひさし生活付録に続
く

ポテト大将板井れんたろうドタパタ来月号に
続く

まかせて長太赤塚不二夫ドタパタ来月号に続

く

眉/スコン王子藤子不二雄冒険来月号に続く

発明ソン太あさのりじ探偵来月号に続く

ナガシマくんわちさんぺい野球（生活）来月

号に続く

MM3小沢さとる痛』決科学探偵来月号に続く

がらくたくん吉田ゆたか冒険来月号に続く

読承もの

児童娯楽雑誌の1964年

時間をこえた男坂田治ミステリー読承切り

日本のザトペック

ふしぎだがほんとうだ斉藤守弘ミステリー読

象切り

谷川岳の黒い影山野一郎ミステリー読承切り

海 鷲 矢 野 徹 戦 記 連 載

化けねこはいたスリラー読承切り

りぼん7月号

①マンカ142P．②読承物46P．③その他96P．

④付録4点

マンガ

リぽんのワルツ牧美也子ノマレー絵物語風マンガ

付録に続く

まかしとけボクにはわたしがついている今村洋子

生活ユーモア付録に続く

王 女 ミ ナ 子 わ た な く ま さ こ お セ ン チ マ ン ガ

ちびっこ天使横山光輝生活空想

ひゑつのアッコちゃん赤塚不二夫生活ユーモア

ペコ先生上田としこユーモア

おかあさん藤木輝美愛情？

雨の中の少女不二承ねお生活

荷ぐるまの歌山代原作貝塚絵物語マソガ別冊

読承物

霧の中の花園三浦朱門少女小説連載

おかあさんの馬鹿平林敏彦感動実話読承切り

さよなら白い灯台新藤千恵・詩写真詩物語読

承切り

ギリシャの神様山室静・指導神話読承切り

マ マのぬったドレスで松島トモ子手紙連載

けれども，雑誌の内容が，30年代にくらべると，確か

に明るさを増して来た点は認められる。たあいのない生

活マンガやユーモアマンガが増え，ロポットマンガや宇

宙マンガが現われたことが，そうした明るさの原因とな

っている。そして，それはまた･，社会の繁栄ムードが，

児童娯楽雑誌に投影しているのだともいえそうである。

‘64年の特色としてあげられる，忍者もののブームや，

少女雑誌の特にきらびやかな懸賞の品々は，太平ムー

ド・繁栄ムード・消費ブームを，そのまま表現している

ともいえそうである。
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さて，‘64年の児童雑誌について，しいて，いくつか

の特色をとりあげようとすれば，つぎのようなことがあ

る。

(1)忍者ものブーム②立川文庫的な時代物の流行（3）

宇宙マンガの乱立(4)S、Fものの拾頭(5)ショッキン

グシリーズに代表されるような怪奇ものの流行(6)依然

残る戦争もの(7)少女雑誌に見られる恋愛ごっこ⑧古

くさい継子物語，など。

これらの特色について，これから具体的に考えてみた

いと思う。

（1）忍者ブーム

忍者ものの流行は，おとなの世界から始まった。とく

に山田風太郎の「くの一忍法帖」や「江戸忍法帖」それ

に，柴田錬三郎の「赤い影法師」などの成功に加え，テ

レビの「穏密剣士」や「忍者石川五衛門」の視聴率の高

さに刺戟されて，少年娯楽雑誌に，この波が一気におし

寄せた観がある。

まんが王には，（風魔の三郎）「古城武司」冒険王に

は（甲賀ふぶき）「久松文雄」（忍法十番勝負）「桑田

次郎｣，少年キングには（月光）「吉田竜夫」（戦国忍

法帳）「牧英三郎」など，どの雑誌にも忍者もののない

ものはないといった状態である。

こうした雑誌のブームは，たちまち子どもたちの生活

や遊びの中にとり入れられていった。そして，つぎのよ

うな作品になってあらわれている。

木の葉がくれ福生第二小三年

なあちゃんと

にん者ごっこをした。

めんちを，木の葉にした。

なあちゃんが，てつぽうをもって

「ダダーンダダーン」とうってきた。

ぼくは，めんちをばらまいて，

「伊賀にん法木の葉がくれ！

といいながらかくれた‘、

ぼくは家のうらへきた．

ちょっと見たら，かれ葉がおちてきた。

「これなら，ほんとうに，木の葉がくれだユ

といってでてきた。

なあちゃんが

「にん法きえるのじゅつだ｡」といって，

ぼくに

「ちょっとうしろをむいてよ｡」

といった。

見たら，もう，なあちゃんはいなかった。

「なんぞ，なんぞ｡」といって見つけた。

なあちゃんが見つかったので，ぼくは

「これぞにん法インチキ見つけるのじゅつだ｡」

といって，ふたりでわらった。

忍者ごっこ 東京・成践小二年

ひるごろ，あっちゃんが来た。ぼくが，

「忍者ごっこしょうよ◎」というと，

「うん。しよう。だけど，刀やしゅりけんは｡」と，

あっちゃんがいったので，ぼくは，

「だいじょうぶ｡」といって，三じょうへ行って，刀

二本としゅりけんをもって来た。ぼくは，「甲が」と，

手を上にあげていった。あっちゃんは，「ぼくも甲が」

といった。

はじめは，ぼくがてきの忍者。

「オー｡」といって，ぼくが木にぴょんといってとび

のった。木といっても，ひょろっとまがったような小さ

な木です。

あきらくんが，ぴゅぴゅといって，しゅりけんをここ

なげた。

ぼくは，刀をぬいて，しゅりけんをカンカンといっ

て，刀にあてて，うしろにとびおりて，すぐなかまにあ

いずした。

すると，なかまの日なしが来た。

日なしは，あっちやんだ。

「よう，半すけ｡」といった。ぼくは，

「きさま，日なしではないな｡」といった。
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そうすると，日なしのあっちゃんが，

「ふふ，そう……すぐばれたか｡」といって，ふたり

で 刀でたたかったo

「プスッ」といって，ぼくが，てきをたおした。こん

どは，ほんとうのなかまが来た。

ふたりで，いっしょに伊がまでいって，てきの忍者

を，かたっぱしからやっつけた。

こうした作品でもわかるように，子どもたちは，穏微

な暗い陰の生活者，忍者を，すっかり自分たちの遊びの

生活の力で克服して，それを明るいものに塗り変えてし

まっているように見える。しかし，雑誌に描かれている

忍者は，ひどく暗いから，遊びに，つぎからつぎへと新

しい刺戟を求めるこどもたちには，大きな危険をはらん

でいるといえよう。

たとえば，40年1月号「少年」に見られる，「忍者・

猿」という読み物などは，戦国時代，無惨に母を殺され

た三人の少年が，ひとりは影武者，ひとりは忍者，ひと

りは僧になり，10年後にめぐり会おうと約束するのだ

が，僧ひとりを残して，ふたりの少年はむごい殺され方

をする……という話や，「少年3月号」「忍者八」…･･･

これは，復しゅうの鬼と化した忍者が，城主の子をさら

って，その子に狂暴な忍者としての心を植えつけ，その

子に，つぎつぎと殺人を犯させ，ついには父親の城主さ

え殺させてしまうというような，むごたらしい物語にま

でなると，すでにこれは明るさに転化することのできな

い，少年雑誌の限界を越えたものになってしまってい

る。

また，忍者であるがゆえに，かれらの命は消耗品なの

である．…．.という考え方から，ほかには見られない残忍

な殺人が犯され，むごたらしいごうもんの場面が，長々

と描かれる。しかも，かれ等の大半は，そうしたごうも

んにも拘らず生き返るということが多い。

ふつうの人間には，全く不可能なことが忍者の世界で

はおこってくる。それを受けとるこどもたちが，現実と

混同するようなことがあったら，それこそ大事になるだ

児童娯楽雑誌の1964年

ろう。

（2）時代もの

こうした忍者もののブームと共に，時代ものも，再び

復活しようとしてきているのも‘64年の特長の一つに数

えられるだろう。

この流れは，「少年」の（9月号）「幽霊武者が通

る」というような，柴田勝家物語や，「埋蔵金のなぞ」

という義経伝説のような形をとるものと，「まんが王」

（6月号）「近藤勇」のような，少年立川文庫と称する

ものとにわかれる。前者の作品は，スリラーをとなえた

歴史物語……といっても歴史裏話的ではあるが，比較的

まじめに作品に取り組んでいる。しかし，後者のような

作品は，少年版講談クラブを，更に俗化したような低級

なもので，少年の心をむしばみ，ゆがんだ歴史観を与え

るものである。

それがどんなものであるか，つぎの内容の一部を見れ

ばわかるであろう。

“ときは，日本中が勤皇と佐幕の二つにわかれ，血の

雨をふらせて，でんぐりかえるさわぎの幕末のころ……

日本を二つにわけた大ケンカの開始。ゴングが，まずカ

ーンと，いやチャンチャンバラバラ……第一ラウンドは

挑戦者がわが’おいぼれたチャンピオンの佐幕がわを，

かたっぱしからぶったぎって，優勢のうちにスタート…

”

陣痛の苦しみで，明治開化を迎えた人々の理想・犠牲

……そうしたものの扱いを，ボクシングの試合のように

茶化してしまうこの作家は，少年雑誌に原稿を書きなう§

ら，どんな少年への夢を抱いているのだろうかと，たず

ねたくなる。こうした流れは，「ぼくら」（3月号）の

新選組池田屋物語などに受けつがれている。ここで

は，はだかの地獄ぜめの残忍な場面が描かれたり，ふん

どしだけのさかさ吊りにされた志士のすがた。……足の

上につき出たくぎの先きに，ふといろうそくをたてて火

をつけ，そのろうそくから，あついろうが流れ，ひふを

じりじりとやきこがす。といった，ごうもんが描かれて
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いる。

さらに，「ぼくら」（4月号）の新選組には，芹沢鴨

がうたれる場面があるが，大きなさし絵には，股ぐらを

開き，あられもない姿でろうばいするところが描かれて

いるo

こうした事実を装った時代ものに比べれば，むかしむ

かしの少年講談の豪傑たちが，ゆうゆうと漫遊する姿の

方が，どんなにからつとしているかわからない。

（3）宇宙マンガ

少年D心をゆさぶるものに「宇宙をかけるロポットマ

ンガ」があるが，これらのマンガは，雑誌「少年」の

「鉄人28号」（横山光輝）「鉄腕アトム」（手塚治虫）

をトップに「少年マガジン」の「8マン」（桑田次郎）

「少年」「電人アロー」（一峰大二）などが，依然とし

てテレビと呼応しながら人気をさらっているのが現状

で，これらの作品を越えるものは見当らない。

ひとむかし前に，こどもたちの人気の的であったロボ

ット三等兵（前谷維光）のようなガラクタロポットで

は，既にこどもたちは満足しなくなってしまった。「少

年キング」に登場する「サイボーグ」のような，脳は人

間，からだはロボットというような精巧なものや，「ア

トム」の亜流「遊星少年パピイ」のような，精巧で，巨

大なエネルギーを持ち，宇宙を駆けるスピードを備え，

それでいて人間のもつ感′情や知能を持ったものを求める

ようになっている。

しかし，「少年ブック」の「ビッグX」にしても，

「宇宙エース」にしても「マンガ王」の「マシンマン」

にしても，結局は，「アトム」の変型でしかないところ

に，こうしたものの行きづまりが見えるような気がす

る。

そして，主人公のロボットたちが，胸のすぐような活

躍をすればするほど，現実からはなれた，はげしい破壊

力が駆使され，地上でまごまごする警察官に代表される

（おとなたち）の努力が，むなしいものに思われてく

るo

正義の主人公が，迫害され，これでも力､，これでもか

と追いつめられた果てにおかす，正当防衛殺人と，それ

は，どこかでつながり，いつの間にやら悪人どもを倒す

快感が，殺人を正当化してしまうような心理にまで，こ

どもを追いこんでしまいはしないか……という不安にと

らわれる。

（4）SF､ショッキングシリーズの流行

テレビの「ショック」で，フランケンシュタイン博士

や，狼男，それに吸血鬼ドラキュラなどが登場すると，

それは，たちまちこども達の世界にとびおりてきた。そ

して，形を変えて，さまざまに現われる。「少年画報」

は，ショッキングシリーズと銘を打って，「恐怖の怪

盗」「宇宙生物ゾンピー」「水爆衛星を破壊せよ」「ま

んが王」（6月）は，「これがショックだ」というタイ

トルで，吸血鬼ドラキュラなどを登場させている。ま

た，「冒険王」（1月号）には，「地球SOS」で吸血

植物をとりあげたり，「まんが王」（1月号）では，ミ

ステリー劇場として，四次元の力を使って人を吸いとる

カビをもち出し，それがテレビに巣食い，テレビが見て

いる者を食べてしまうといった奇想天外なものにまでわ

たっている。

これらのもののうち，こどもの恐怖をさそい，読み物

として楽しむという領域を越えてしまっているようなも

のもある。例えば，「吸血鬼ドラキュラ」などは，つぎ

のような文章で始まる。

“きぷは，けがをして，傷に口をあて，血をなめたこ

とはないだろうか。朝，目がさめておきあがるとき，目

まいはしないだろうか。きみをねらっている吸血鬼がい

るかもしれないのです｡，，

こども達が日常，なに気なくしている行為をそのまま

恐怖に結びつけているところに行き過ぎがあるのではな

かろうか。気の弱いこども達は，こうした読みものから

の刺戟で，正しく物を見つめることができなくなる場合

だってあるのだ。

また，これらの読み物に共通しているのは，内容以上
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に，グロテスクで怪奇なさし絵を使っていることだ。

（5）恋愛ごっこ

最近の少女雑誌（週刊誌を含めて）は，恋愛感'清をむ

き出しにしたものが目につく。このことについては，昨

年「婦人公論」の七月号に，菅忠道氏が，「子どもをめ

ぐる性文化」と題して，かなりくわしく述べておられる

ので，それを読んでいただけば，わかっていただけると

思う。

そこで，ここには，いくつかの具体的な材料をのせて

みることだけにする。

「マーガレット」4月18日号

アイラブアリス（わたなくまさる）

占い師との記者会見の絵があって，

「何がすきだ､J

「さよう，たべものはポタモチ，すきな色はオピン

ク，それに女の子」

・パーレン殿下の会話。

「ホウ美人とは，けつこうなものですな｡」

「悲しむ姿は，雨にうたれリラの花が...…」

・アリスに言う言葉

「モチ，新婚旅行にだより」

「ぼくの気持ち，わかってくれるでしよ。」

「結婚してほしいんだ。アリス｡」

「きゑのいない生活なんて，考えられないんだよ｡」

これが，こどもの雑誌かと思うほどに，「結婚」「す

き」などの恋‘情や異性への思慕のことばが軽々しく使わ

れている。これは，「マーガレット」ばかりに限らな

い，「りぼん」（5月号）にも，「キューピットの恋」

「天使のつばさ」「王子ちゃん」「白いちよう」などが

あり，これらのものは，みな恋愛感情を，むき出しにし

ている。また「少女フレンド」（4月号）などでは，わ

ざわざ雪村いずみの子どもを持ち出し，「ボーイフレン

ドと，キスでごあいさつ｡」と写真で大きく扱っている

のなども，生活習慣のちがう日本のこども達に，どう受

けとられるか心配になる。

児童娯楽雑誌の1964年

えげつないのは，「なかよし」の「ボー子ちゃんの男

の子研究」である。男の子を見ると，すぐにボーとなる

ので，その名があるのだが，せっかく新調してもらった

洋服をけなされると，さっとぬいで相手になげつけ，あ

とで，シュミーズ姿の自分に気がついて，「エッチ」と

叫んだりするところは，あまりでたらめで，下品であ

るo

「マーガレット」の“ハッスルユーちゃん”なども，

ポーイハントなんていうことばがむき出しに使われ，

「おれえちゃん，あんな新井君なんか相手にしないで。

あっしが見つけてあげるからね｡」と，幼いこどもに言

わせたりするところなども行き過ぎであろう。

「りぼん」の「コレットの白ばら」なども，

「ジノ信じてちょうだい。愛しているの｡」

などということばが，むき出しに使われている。

まい月，児童雑誌が発売されるごとに，新しい企画や

新鮮な読み物がのっていないかと，期待しながら，ペー

ジをめくる。

そして，「少年サンデー」（南ベトナム報告）や，ウ

ォスホートの成功というような時事解説にめぐりあった

り，「りぼん」（3月号）「天使の見ていた話」……北

海道の冷害をのりこえていく三人姉妹の話。「少女フレ

ンド」（2月号）「ジャクリーヌ･ケネディ物語」……

華かな面ばかりでなく，正確な事実としてえがかれてい

る。「舟木一夫の感動の手記」「なかよし」（2月号）

「妙ていさんの萩の花」（壷井栄）の短篇。「少年画

報」にぶてん船長の冒険」（2月号）の軽妙な筆致な

どにつきあたるとうれしくなる。

また，同じ忍者ものでも，「少年」の「忍者いぼがら

す」のような読みごたえのある作品にぶつかると，こう

した作品をおし進めていけば，ほんとうにこどもたちの

娯楽性を追求する雑誌として，その生命があるのではな

いか，と編集陣をはげましたくなる。
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昭和39年の読書界鵜一読書時潮一

東京学芸大学

北島武彦隷

1月

毎日芸術賞きまる

毎日新聞社の第5回毎日芸術賞が1日きまった。芸術

大賞は該当作品がなく，文学賞として舟橋聖一「ある女

の遠景」（講談社）が受賞したほか，美術，音楽，映画，

演劇の各分野から5件が受賞した。

朝日賞きまる

朝日新聞社の第35回朝日賞が3日決定した。授賞作品

は次のとおり。

石田茂作日本仏教への貢献に対し

中勘助「中勘助全集」の完結に対し

大仏次郎「パリー燃ゆ」の完結と多年の文学上の

功績に対し

他7 件

第2回吉川英治賞当選作なしと発表

第2回吉川英治賞は3日発表されたが当選作はなく，

佳作として次の3篇が選ばれた。

佳作徳永貞一郎「ヨフトホヘル幽囚記」

石川当「繭の町」

西瀬英一「嘆父母状，，夜話」

出版業界都条例阻止へ動く

東京都が出版物規制をふくむ「青少年健全育成のため

の都条例」制定の動きを示したことに対し，出版業界で

鵠Amapofthereadingworldinl964・
群KITAJIMA，Takehiko（TokyDGakugei

University）

Iま業界4団体の倫理委員会を吸合し，出版倫理協議会を

結成していたが，7日本年初の会合をひらき，都条例制

定阻止について協議した。

小売全連指定有害出版物の行方

上述の出版業界の動きに関連して小売業界では小売全

連が自粛の意味をもって去る38年11月に不良雑誌不扱い

の建前から風俗雑誌21誌をリストにあげ，有害出版物と

して指定したが，14日これら21誌のその後の動向を発表

した。それによると21誌中廃刊4誌，創刊形式で改題

したもの9誌，継続発行のもの8誌であることがわかっ

た。

「女性セブン」ケネディ大統張暗殺事件の写真を独占

公開

小学館発行の「女性セブン」はアメリカの「ライフ」

誌と特約し，ケネディ大統領暗殺事件の決定的瞬間の写

真を16日独占公開し，話題をまいた。

「婦人倶楽部」戦後の最高部数を記録

講談社「婦人倶楽部」新年号は17日戦後における婦人

誌の最高部数80万2千部を発行した。

東南アジア出版事情視察団結成

博報堂は東南アジア市場開発企画にもとずき海外出版

事情視察団を編成し，17日これを発表した。団員は神吉

晴夫氏（団長）等一行7名で2月13日出発，24日帰国の

予定である。

出版倫理協議会陳情書を提出

出版業界がさきに結成していた出版倫理協議会は「青

少年健全育成のための都条例」阻止のため，「自主的規
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制が最善の策であるとの陳‘清書を20日都青少年問題協議

会，都議会文教委員会に提出した◎

第50回芥川賞，直木賞きまる

財団法人日本文学振興会主催の第50回芥川賞，直木賞

が21日発表されたが，授賞作品は次のとおりである。

芥川賞田辺聖子「感傷旅行」（｢航路」7月号

所載）

直木賞安藤鶴夫「巷談本牧亭」（桃源社）

第15回読売文学賞きまる

読売新聞社の第15回読売文学賞がきまり，27日発表さ

れた。授賞作品は次のとおりである。

小説賞井上靖「風涛」（講談社）

評論・伝記賞福原麟太郎「チャールズ・ラム

伝」（垂水書房）

研究・翻訳賞白洲正子「能面」（求竜堂）

中 西 進 「 万 葉 集 の 比 較 文 学 的

研究」（南雲堂桜楓社）

詩歌・俳句賞浅野晃「寒色」詩集（果樹園

社）

第5回近代文学賞きまる

第5回近代文学賞は次の作品に授与されることになっ

た。

中田耕治「ポルジア家の人を」（｢近代文学」38

年5月－9月号）

竜野咲人「火山灰の道」（｢近代文学」37年4月一

38年4月）

2月

「道徳の指導資料」発表

文部省は1日「道徳の指導資料」を発表した。

第9回漫画賞きまる

小学館主催の第9回漫画賞は6日次の作品に授賞と決

定し，6日神田加水会館で授賞式がおこなわれた。

関谷ひさ「ファイト先生」（｢小学五年生」掲載）

及び「ストップにいちゃん」（｢小年」掲

載）

昭和39年の読書界

読書感想文コンクール表彰式おこなわる

さきにおこなわれた毎日新聞社，全国学校図書館協議

会主催の読書感想文コンクールの表彰式が8日おこなわ

れたが，最優秀作は次のとおり。

小学校の部「ねことオルガン」をよんで丸山圭

子（水戸市浜田小学校2年）

中学校の部「日本人のこころ」を読んで渡辺由

子（高田市城北中学校3年）

高等学校の部「罪と罰」を読んで伊藤悦子

（仙台市宮城県立第3女子高等学校

2年）

教科書供給協議会改組準備へ

全国教科書供給協議会は10日臨時総会をひらき，教科

書無償配布等の教科書界の現状に即応するため社団法人

に改組することを決議し，直ちに準備委員会を設置し

た。

「週刊平凡パンチ」創刊発表

平凡出版社は15日日本ではじめてのMagazinefor

menとして「週刊平凡パンチ」を5月第1週号で創刊

すると発表した。同誌はアメリカの「エスカィア｣，「プ

レイボーイ」，イギリスの「キング｣，「マン｣，フランス

の「ルイ」等と同性格のものを意図し，20代の男性を対

象としたものである。（なおその後の調査によると同誌

は創刊6ケ月で70万部を突破している）

第12回菊池寛賞きまる

財団法人日本文学振興会では17日，日本近代文学館に

対し近代日本文学関係の資料を収集，整理し，近代日本

文学館文庫を設置する等の努力に対し，第12回菊池寛賞

を授与すると発表した。なおほかに宝塚歌劇ほか2件が

受賞した。

書協著作権，翻訳権について意見書提出

日本書籍出版協会の著作，出版権問題委員会は29日第

4次意見書「著作権の保護期間について，及び翻訳権」

を文部省に提出した。

3月
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第15回NHK放送文化賞きまる

NHKでは4日第15回放送文化賞を次の各氏に授賞す

る旨発表した。

宮沢俊義（東大名誉教授）

藤浦洗（詩人）

渡辺紳一郎（朝日新聞社社友）

神風正一（大相撲解説）

花柳章太郎（新派）

渋谷天外（松竹新喜劇）

フォール。W・キャラウェー中将(沖維高等弁務官）

第7回高村光太郎賞きまる

第7回高村光太郎賞は6日次の作品に授賞ときまった。

詩部門山崎栄治詩集「衆落」（弥生書房）

他造型部門より2点

現代詩人会H氏賞きまる

第14回現代詩人会H氏賞は7日次の作品に授賞ときま

った。

石原吉郎詩集「サンチョ・パンサの帰郷」（思潮

社）

第3回女流文学賞きまる

中央公論社の第3回女流文学賞は11日次の作品に授賞

と決定。授賞式は4月15日東京会館でおこなわれる。

野上弥生子「秀吉と利休」（中央公論社）

日本学士院賞・恩賜賞きまる

第54回日本学士院賞及び恩賜賞は12日次の研究に対し

授賞する旨決定した。

日本学士院賞

築島裕（東大助教授）平安時代の漢文訓読語に

ついての研究

竹中靖一（近畿大商経学部教授）石門心学の経済

思想

杉山忠平（静岡大助教授）イギリス信用思想史研

究

森野米三（東大理学部教授）気体電子回折マイク

ロ波分光による分子

構造の研究

西島和彦（イリノイ大教授）素粒子の相互転換に

関する研究

西川義正（京大農学部教授）ホルモン処置による

家畜繁殖の生理学的

研究

高原滋夫（岡山大教授）無カタラーゼ血液症の発

見とその研究

恩賜賞

武藤清（東大名誉教授）耐震構造に関する研究

第14回芸術選奨きまる

第14回芸術選奨文部大臣賞は14日発表されたが，授賞

作品は次のとおりである。

文学部門梅崎春生小説「狂い風」（講談社）

他演劇，映画，舞踊，美術，古典芸術，評論その

他の各部門より各1件

こども読書週間の行事計画発表

読進協は17日第6回こどもの読書週間行事計画を発表

したが，それによると5月5～15日までひらかれる予定

である。

第8回農民文学賞きまる

日本農民文学会の第8回農民文学賞は18日次のように

発表された。

菅原康「焼き子の唄」（｢新潮」昭和38年12月

号）

第7回群像新人賞きまる

講談社の第7回群像新人賞は18日，次の作品に授賞す

ると発表した。

小説部門三好三千子「どくだみ」

評論部門松原新一「亀井勝一郎論」

書協出版権について意見書提出

日本書籍出版協会の著作・出版権問題委員会は20日第

5次意見書「出版権と出版契約について」を文部省に提

出した。

青少年白書を発表

中央青少年問題協議会は20日「63年度青少年白書」を

発表した。
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幼稚園教育の新要領を発表

文部省は21日幼稚園教育の新要領を発表した。

第18回文学界新人賞きまる

文芸春秋社の第18回文学界新人賞は23日次の作品に授

賞ときまった。

五代夏夫「那覇の木馬」

長谷川敬「青の儀式」

第1回マドモアゼル賞きまる

小学館の第1回マドモアゼル読者賞授賞式が27日，帝

国ホテルで開催された。授賞作品は

第1部（一般教養記事部門）有吉佐和子「連祷」

で，第2部（暮しの記事部門）には該当作がなかった。

第10回文春漫画賞きまる

文芸春秋新社の第10回文春漫画賞は31日次の作品に授

賞する旨発表された。

梅田英俊「アサヒグラフ」連載漫画

4月

第2回小説現代新人賞きまる

講談社の第2回小説現代新人賞は6日次の作品に授賞
と決定した。

長尾宇迦「山風記」

シェークスピア文献展ひらく

丸善ではシェークスピア生誕400年を記念して「シェ

ークスピア文献展」を6日～11日まで日本橋本店で開催
した。

第4回ドイツ文学振興会賞きまる

第4回ドイツ文学振興会賞は6日次の研究に授与する
旨発表された。

中島悠爾（大阪市大講師）「グレゴーリウス」研

究の基礎的操作

大久保寛二（東洋大講師）変化する人間一ブレヒ

ト初期の理論と叙事的

技法

第24回オール読物新人賞きまる

文芸春秋新社の第24回オール読物新人賞は8日次の作

昭和39年の読書界

品に授賞と決定した。

明田鉄男「月明に飛ぶ」

芸術院賞きまる

日本芸術院の昭和38年度芸術院賞は10日発表された

が，それによると文学部門では水原秋桜子（俳人）及び

亀井勝一郎（評論家）の2氏に対し，それぞれ俳人，評

論家としての功績に対して授賞することになった。

第4回田村俊子賞きまる

第4回田村俊子賞は10日次の作品に授賞する旨きまっ

た。

竹西寛子「往還記一日本の古典に思う」（｢文学

者」38年7月～39年3月号）

東京12チャンネル開局

かねてから開局準備を急いでいた東京12チャンネルは

10日開局した。

英国図書・雑誌展ひらく

英国文化振興協会，英国出版協会主催の「英国図書．

雑誌展」が17～25日まで東京大手町の都立産業会館でひ

らかれた。

第1回久保田万太郎賞きまる

日本放送作家協会の第1回久保田万太郎賞が27日発表

され，次の作品に授賞ときまった。

ラジオ部門寺山修司「犬神の女」（NHK制作

2月4日放送）

テレビ部門毛利恒之「十八年目の召集」（九州

朝日放送制作3月14日放

送）

「こどもの成長と家庭」発表

文部省では27日同省社会教育局編「こどもの成長と家

庭」を発表した。

第4回日本児童文学者協会賞きまる

第4回日本児童文学者協会賞は次の作品に授賞ときま

った。

庄野英二「星の牧場」（創作）

神宮輝夫「世界児童文学案内」（研究・評論）
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5月

マンロー・リーフ氏講演会ひらかれる

日本書籍出版協会，出版文化国際交流会，読進協共催

で，アメリカの児童作家で挿絵画家のマンロー・リーフ

氏講演会が1日出版クラブでおこなわれた。

世界の切手・ボスター・児童図書展開催

出版文化国際交流会ほか3団体共催による「世界の切

手・ポスター・児童図書展」が東京日本橋三越で5～10

日まで開催され，以後各地でひらかれた。

文芸家協会都条例案の削除について声明

日本文芸家協会は6日東京都の「青少年健全育成条

例」案のうち，有害出版物を規制する要項の削除を求め

る声明を発表した。

第11回サンケイ児童文化賞きまる

産経新聞社の第11回サンケイ児童文化賞が5日発表さ

れ，18日授賞式が産経会館でおこなわれた。受賞作品は

次のとおりである。

大賞科学図説シリーズ全12巻（小学館）

賞庄野英二星の牧場（理論社）

椋鳩十孤島の野犬（牧書店）

岡野薫子銀色ラッコの涙（実業之日本社）

馬場のぼるきつねは森の山男（岩崎書店）

古原和美ヒマラヤの旅（理論社）

第1回田辺元賞きまる

第1回田辺元賞は29日次のとおりきまった。

大谷茂「キェルケゴールにおける真理と現実性」

永井博「現代自然哲学の研究」

第7回城戸浩太郎賞きまる

第7回城戸浩太郎賞は次の研究に授与する旨発表され

た。

見田宗介「現代における不幸の諸類型」（｢現代社

会学講座」第6巻「疎外の社会学」所収）

6月

第1回太陽賞きまる

平凡社主催の第1回太陽賞の授賞式が1日東京会館で

おこなわれ，次の作品が受賞した。

荒木のぶよし「さつちん」

国際書籍見本市開催

アメリカのワシントンにおいて国際書籍見本市が4日

間開かれ，日本から46社が参加した。

全国共通図書券取次委託要綱きまる

日本図書普及株式会社は9日全国共通図書券の取次委

託要綱を発表した。

教育書出版国際会議ひらかれる

パリーのユネスコ・ハウスで22日教育書出版国際会議

がひらかれ，教育書協会は日本代表を送った。

7月

教科書展示会開催

昭和40年度用検定教科書の法的展示会が1～10日まで

全国一斉にひらかれた。出品教科書は2,248点であっ

た。

母校に本を贈る運動はじまる

東販では「母校に本を贈る運動」を7～12月に亘り全

国的にはじめた。

第10回江戸川乱歩賞きまる

第10回江戸川乱歩賞は4日次のとおりきまった。

西東登「蟻の木の下で」

第4回新日本文学賞きまる

新日本文学会の第4回新日本文学賞は4日次のとおり

きまった。

評論部門高野斗志美「オレストの自由一戦後文

学のエゴについて」

短篇小説部門該当作品なし

第18回エッセイスト・クラブ賞きまる

日本エッセイスト・クラブの第18回エッセイスト・ク

ラブ賞は6日次の作品に授賞ときまった。

広岡弥吉「浦上四番崩れ」（筑摩書房）

錦三郎「蜘妹百態」（赤光発行所）

関山和夫「説教と話芸」（青蛙房）
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1千万円懸賞小説当選作きまる

朝日新聞社がかねてから募集していた1千万円懸賞小

説当選作が10日次のとおりきまった。

三浦綾子「氷点」

第51回芥川賞きまる

財団法人日本文学振興会主催の第51回芥川賞が21日発

表されたが，当選作は次のとおりである。なお直木賞は

該当作品がなかった。

柴田翻「されどわれらが日々」

第3回柳田国男賞きまる

第3回柳田国男賞は次の研究に授与する旨31日発表さ

れた。

小野重朗「南九州の柴祭，打植祭の研究」（自費

出版）

竹田且「民俗'慣行としての隠居の研究」（未来

社）

8月

第1回サンケイ放送文学大賞きまる

第1回サンケイ放送文学大賞は26日次の作品に授賞す

ることがきまった。

テレビ部門金賞泉尚子「市子と零子」

ラジオ部門金賞なし

9月

「展望」復刊

筑摩書房では7日休刊中の総合雑誌「展望」を10月号

より復刊する旨発表した。

国際図書展に参加

西独フランクフルトで開催の国際図書展には日本も参

加することになり，出版文化交流会が中心となり，多数

の出版社が参加した。

「宴のあと」て有田氏勝訴

かねて係争中の「宴のあと」のプライバシー侵害問題

について28日，東京地裁はプライバシーを侵害したとの

有田八郎氏の主張をみとめ，「宴のあと」の作者三島由

昭和39年の読書界

紀夫氏に賠賞を払えとの判決を下した。

第7回婦人公論女流新人賞きまる

中央公論社の第7回婦人公論女流新人賞は次の作品に

授賞ときまった。

乾東里子「五月の風」（メイ・ストーム）

10月

第17回野間文芸賞きまる

財団法人野間奉公会の第17回野間文芸賞は5日次の作

品に授賞ときまった。

高見順「死の洲より」詩集（講談社）

中山義秀「咲庵」（講談社）

第25回オール読物新人賞きまる

文芸春秋新社の第25回オール読物新人賞は6日次の作

品に授賞ときまった。

中山静子「幽因転々」

オリンピック記念図書展開催

栗田書店では外務省の後援を得て東京タワー・プック

センターで10日から2ヶ月間，オリンピック記念「日本

文化紹介図書展」を開催した。

沖縄に児童書学習参考書を寄贈

日販では16日沖縄の琉球政府に児童書，学習参考図書

15,000冊を寄贈した。

サルトルノーベル文学賞を拒否

フランスの作家サルトルは同氏に授賞ときまったノー

ベル文学賞を受賞しないと拒否した。

読書週間ひらかれる

第18回読書週間が読進協の主催で27日から2週間全国

的におこなわれた。

全国学校図書館研究大会開催

全国学校図書館協議会主催の第14回全国学校図書館研

究大会は28～30日の間成田市において2,200名の参加を

得て盛大におこなわれた。

第5回児童文学新人賞きまる

講談社の第5回児童文学新人賞は次のとおりきまっ

た。
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福永令三「クレヨン王国の十ケ月」

赤座憲久「大杉の地蔵」

国隠アンデルセン賞きまる

国際アンデルセン賞はこのほど発表されたが，日本の

次の作品が受賞した。

いぬい。とみこ「北極のムーシカミーシカ」

（理論社）

11月

書協著作・出版権相談室を設置

日本書籍出版協会では会員出版社の要望により著作・

出版権に関す相談に応ずることになり，1日より著作・

出版権相談室を事務局内に開設，毎月第2．4水曜日に

会員の相談に応ずることになった。室長は同会青木常鍍任

理事で毎相談日に平均4件の相談が持ち込まれ，好評を

博している。

沖縄優良新刊図書展示会開催

東販では第4回沖細優良新刊図書大展示即売会を1～

20日まで各地で開催した。

日本近代文学館文庫開設

作家高見順等の努力により開設準備を急いでいた日本

近代文学館文庫が2日，上野図書館内に開設された。

第18回毎日出版文化賞きまる

第18回毎日出版文化賞が2日発表された。授賞作品は

次のとおりである。

岸本英夫「死をみつめる心」（講談社）他11点

第7回日経経済図書文化賞きまる

日本経済新聞社の第7回日経経済図書文化賞は3日次

のとおりきまった。

優秀賞小宮隆太郎編「戦後日本の経済成長」

（岩波書店）他6点

～なお特別優秀賞は該当著作がなかった。

第2回野間児童文芸賞きまる

財団法人野間奉公会の第2回野間児童文芸賞は3日次

の作品に授賞ときまったd

松谷みよ子「小さいモモちゃん」（講談社）

庄野英二「星の牧場」（理論社）

「わが国の教育水準」発表

文部省は6日「わが国の教育水準」を発表した。

東京国際書籍展開催

日本出版貿易，A､P,ウェールズ・オーガニゼーショ

ン共催による第6回東京国際書籍展示会が三笠宮殿下は

じめ内外多数の来賓を交えて，東京産業会館で10～15日

までおこなわれた。

東京都有害雑誌8誌を指定

東京都は都条例にもとずき，13日青少年に有害として

月刊雑誌8誌を指定，発表した。

これに対し出版業界の出版倫理協議会は14日，該当誌

8誌を中心として協議し，慎重態度をもって自粛の強化

を確認した。

第11回新潮社文学賞きまる

新潮社の第11回新潮社文学賞は18日次の作品に授賞す

るむねきまった。

大江健三郎「個人的な体験」（新潮社）

第1回日本翻訳文化賞きまる

日本翻訳協会の第1回日本翻訳文化賞はこのほど次の

作品に授賞ときまつ/－．

G.･ボーナス，A・スウェイト訳「ペンギン・ブッ

ク日本詩歌集」

（ペンギン・ブッ

ク社）

安藤孝行訳「形而上学」（ニーホフ社）

12月

平凡社辺地の学校・施設に百科事典を寄贈

平凡社は創業50周年を記念して1日，辺地の学校，施

設に「国民百科事典」5,000組を寄贈した。

児童・生徒作品コンクール授賞式ひらかれる

小学館文化事業団主催，文部省等後援の第13回全国児

童q生徒作品コンクールの授賞式が1日東京会館でおこ

なわれた。受賞作品は次のとおりである。

総理大臣賞図画の部東京都世田ケ谷区池尻町池

－ 32－
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尻小学校6年白浜百合子

作文の部和歌山市紀三井寺名草小学

校2年田中ちづ子

文部大臣賞図画の部幼稚園岐阜市ゆりかご幼

稚園村井裕子他3名

作文の部小学校低学年福井県下庄

小学庄林分校1年あさひな

おみ他2名

書協オリンピックポスター売上利益金を寄附

日本書籍協会は東京オリンピック協賛「世界オリンピ

ックポスター集」を発行し，その売上利益金670万円を

オリンピック組織委員会，資金財団パラリンピック大会
に寄附した。

第4団室生犀星賛きまる

第4回室生犀星賞は6日次の作品に授賞ときまった。

薩摩忠「詩集海の誘惑」（木星書房）

吉原幸子「詩集幼年連祷」（歴程社）

経企庁「国民所得白書」を発表

経済企画庁は11日，昭和38年度の「国民所得白書」を

発表したが，この中で同庁は実質成長を12.1％とのべて
いる。

第19回芸術祭賞きまる

文部省の本年度芸術祭賞は18日次のようにきまった。

演劇部門長岡輝子文学座アトリエ公演「大麦入

りのチキン・スープ」の演

出，演技他11件

朝日広告賞きまる

朝日新聞社の昭和39年度朝日広告賞は23日発表された

が，出版関係では次の作品が受賞した。

昭和39年の読書界

第1部準朝日広告賞千葉孝義，田貢，桃井博，

田中四郎の合作（小学館）

岸本義弘，松岡尚武の合作

（岩波書店）

第3部部門賞平凡社の「太陽」2月号（同社宣

伝課他）

第12回「地上」文学賞きまる

家の光協会第12回「地上」文学賞はこのほど次の作品
に授賞ときまった。

矢倉房枝「とぱっちり」（｢地上」10月号）

第26回文芸春秋読者賞きまる

文芸春秋社の第26回文芸春秋読者賞はこのほど次のと
おりきまった。

第35回（39年上期）城山三郎「硫黄島に死す」

第36回（39年下期）石川達三「私ひとりの私」
第3回婦人公論読者賛きまる

中央公論社の第3回婦人公論読者賞はこのほど次の作
品にきまった。

山本嘉三郎・岩永昭二「眠れる母の奇蹟の出産」
角田房子「風の鳴る国境」

第13回小学館絵画賞きまる

小学館の第13回小学館絵画賞はこのほど次の作品に授
賞する旨発表された。

井上春代「かえるのけろ」（ひかりのくに昭和出

版刊「ひかりのくに」掲載）

第5回エコノミスト賞きまる

毎日新聞社の第5回エコノミスト賞はこのたび次の研
究に授賞する旨発表された。

梅村又次戦後日本の労働力

－3 3－



読みの不振の原因と治療≦

ニューヨーク市立大学アルバート．J・ハリス鐸

野間教育研究所高木和子（訳）

読みの不振（readingdisability）は，今や国際的関

心の的となってきている。義務教育の普及率が低い国に

おいては，教えられれば読みを学習できる人灸がそのま

ま放置されていることが多い。しかし，その国交に義務

教育が普及し，国民の読み書き能力が完成に近づいてく

ると，読みを学習するのに特別な困難が存在することが

しだいに明らかになり，この問題に深い関心がよせられ

るようになる。読みの困難は，読めないために生活に種

な々制約をうけている個人だけの問題ではなく，それ

が，読み書きさえできればもっと生産的で価値のある地

位や職業につけるはずの人々 を単純労働者の水準にとど

めてしまい，社会の発展を妨げるという意味で問題にな

るのである。

ある人が，何故読むことができないのか，という原因

を理解しようとする時には，それで充分とはいえない

が，一連の問題を組織的に解明していくのがよい。

第1の問題

“この人は’真に読みが不振なのか”

読みの学習に失敗した人のすべてが読みに関する特別

な困難さをもっているわけではない。読みに関する特別

な困難という概念の中には，その人が大ていのことを正

常な形態で学習しうる一般的精神能力をもっているとい

う前提が含まれている。それ故に，精神薄弱児が読みが

できないといっても，特別な困難をもっているとはいえ

ない。したがって，この問題を解決する第一の手段は，

一般的知能や精神能力の測定を行ない，読みの成績と比

鵜Causationandremedialtreatmentofreading
difficulties・

謡HARRIS，Albert，J・（TranslatedbyTAK‐
AGI,Kazuko.）

較してそこに差があるかどうかを見出すことである。も

し，一般的知能の方が読みの能力よりも実質的に有意に

高いならば，その人には真に読みの不振があるといえ

る。この方式を用いる場合，知能を測定するには，読み

の力を必要としない個別テストを用いるのがよい。この

ようなテストの一つとしてアメリカで今注目されている

新しいテストに，SamuelA・Kirkらによる“Illinois

TestofPsycholinguisticAbilities”がある。これは言語

の獲得と使用に関する心理学的理論にもとずいており，

C､E・Osgoodによって発展させられたものである。

このテストは，心理的言語諸機能のある特殊な分野を追

求確認することができ，話し方や読み方の不振を理解す

る助けとなるように思われる。

第2の問題

“彼は何が読めるのか”

ここでは，多勢の子どもたちをテストするために作成

された標準読書力テストが，学習不振(learningdisabi，

lity）をもつ子どもについては不正確な結果をもたらし

やすい，という問題をとりあげる。当てずっぽの答がた

くさん的中すれば，この子の得点は高くなり，能力の過

大評価が行なわれる。また反対に，感情的動揺や当惑の

ために，彼らが日常できている読みの程度よりもずっと

悪い成績しかとれなかったりする。それ故に，読書力テ

ストの結果は平常の教材による注意深いテストによって

是正されるべきものである。そうしてはじめて，個盈の

生徒が自分自身の力でどの程度読むことができるのか，

という最高水準を決定すべきである。そしてさらに，平

常教室において教師の助力を得た場合には，どの位の水

準まで読めるかをも見定める必要がある｡そして最後
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に，彼が教材をうけ入れるのに非常に大きな抵抗と葛藤

を感ずるのは，どの水準の教材についてかということも

知らなくてはならない。

この3つの読みの水準，個人的読みの水準，教育的読

みの水準，葛藤的読みの水準を知っておくことは，読書

不振児の教育上非常に有益な基礎となるであろう。

第3の問題

“彼がどんな特殊なハンディキャップや基礎技能の欠

陥を示すか'，

この問題を解明するためには，読みの活動および読み

の成功に関連すると思われる行動に関するかなり包括的

な研究が必要である。人の読みの行動を分析するのに

は，まず第一に理解力と機械的技能又は認知的技能とを

区別することができる。もし読みの困難がこの二つのう

ちのどちらか一方に存在するということがわかれば，そ

の欠陥のある領域について，どんな作業ならうまく学習

でき，どれだとうまくいかないかということをはっきり

知るため詳細な検討をする必要がある。たとえば，語全

体のパターンを視覚的に認知する際にどんな困難がある

のか？いくつかの語に共通な部分の記号を認知したり

意味を理解したりできるか？ある語の各部分を認知で

きるとしたら，その部分を総合して正しい意味のある語

として理解することができるか？等々である。

身体的障害という問題を扱うときには，まず医学的問

題にたちもどる必要がある。特別な視覚的障害は，読

みの不振と関連が深いということが研究されている。

特に矯正していない遠視や，軽度の眼筋異常に注意がは

らわれてきた。これらは，斜視をひきおこすほどではな

いが，両眼の協応を妨げるものである。非常に重症な読

みの不振がある場合には神経学的診断が必要である。神

経学的には次の二つの点が問題とされるであろう。第一

に，あまり重症ではなくとも読みの学習を妨げる大脳損

傷に関するもの。第二には，Dr．L・Benderによって

developmentallagとよばれている脳の最高中枢の成熟

のおくれである。脳障害はしばしば永久的性格をもつ

が，成熟のおくれは，子どもが大きくなるにつれて回復

読承の不振の原因と治療

していくものである。

アメリカでは，読みの不振をもっている子どもたちの

大部分は性格的障害をもっている。この問題について

は，30年以上も研究されてきたが，いまだにどの程度感

情の潜在的条件が初歩の読象の学習を不可能にする原因

となっているのかについての結論がでていない。が，読

みの不振の重症なケースは，生まれつきのものか，又は

神経学上の何らかの背景を持っているものだという考え

方が強くなってきている。しかし，軽度のケースでは原

因は心理学的なものに負うことが大きいと思われる。

多くの子どもたちは，知的，言語的，文化的刺激をう

けることのない条件下で成長し，彼らが好ましい条件下

でならば達成しえたであろう知的能力又は読みの技能を

発達させずじまいになってしまう傾向があるということ

を我麦は認識しなくてはならない。しかしながら現在，

多くの国々 で，これらの子どもたちは，特別な学習不振

児というよりは，教育的に恵まれなかった児童というよ

うに考えられている。

第4の問題

“いつどのように読みの不振がおこったのか”

これを調べるには，両親や教師からその子どもの生ま

れてから今日に至るまでの生育歴を聞き出さねばならな

い。生育歴が我だの必要な‘情報を提供しないこともある

が，多くの場合には，不振の原因および発生のありさま

を示してくれる。生育歴を調べるには，読みの不振が発

見されてすぐに調査を行なう方がよい結果がえられる。

青年期に近づいてから行なうのでは効果が少ない。

第5の問題

／“現在，その子どもは読みについてどんな態度や感情

をもっているのか，，

子どもは，読みの不振の疑いで検査を受けるまでに，

葛藤や失敗を経験する機会が多く，読むことがその子に

とって非常に苦痛な不'愉快な活動となってしまってい

る。こういった感情をもっていてもどんどん学習をすす

められる子どももいるが，そうでない子どもは，読むこ

とを強制される場面から逃れるために，多くの回避や拒
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読書科学（Ⅷ’4）

否のしかたをおぼえてしまう。

また，読みに対する両親の態度や感情は，その子の治

療読書をどのようにするかを決定する重要な要因の一つ

となる。

以上のことは，第6の問題へつながる。

“何故子どもは不振を増長させるのか”

今まで我々は，子どもの読みの学習を困難にし，不可

能にするような子ども自身の中の要因について考えてき

た。しかし，子ども自身の中の要因と同様に，教育体系

の中にもその要因は存在している。その一つは，言語そ

のもののむずかしさである。ある言語では，記号と発音

とが非常に規則的で全体的に一致しているので，読みの

学習が他の言語より早い。たとえば，英語は，約20％の

単語が発音と文字とが一致していないので，非常にむず

かしい。単語のむずかしさのもう一つの要因は音と記号

の多様性である。つまり，アルファベットの文字数，字

母数が少い言語は，文字数の多い言語より学習しやす

い。第三に，話しことばにおける音と音，文字に書いた

場合の記号と記号の弁別のやさしさ，むずかしさの問題

がある。話しことばの音の類似・相異の聴覚的識別が困

難なことと，よく似た文字の識別が困難なことが，読み

の不振をもつ子どもの最も一般的な弱点である。また，

微妙なちがいを区別しなければならない言語を用いる国

では，ほかよりも読みの不振の割合が高い傾向がある。

最後に，言語自体の複雑さ，その文法的構造の複雑さ，

文の長さ，語尾変化による意味の変化の程度など，あい

関連する，聞く・話す・書く，という技能のすべてにお

いて非常に大きなちがいをもたらすものである。

学術的立場からいうと，以上のような諸問題をすでに

もっている人を救い，また将来の読書不振を予防するた

めにも，読みの不振の原因を研究することは重要であ

る。しかし，すでに読みの不振をもってしまっている人

を助けるという実践的な仕事にとっては，常に原因を知

っておく必要があるとは限らない。

もし問題があったならば，それがどの程度か，矯正

し，克服されるべきハンディキャップが現在あるのか，

ということを決めることが本質的である。明確な原因が

見出されなくとも，多くの場合，そういったことが指導

過程の十分な基礎となるであろう。現場の治療教師は部

分的診断だけで仕事を進めていくことができるし，また

長期間の詳細な診断的研究の完成を待つことなく，不振

をもっている子どもに真の援助を与えてやることができ

るo

治療読書の技術

多くの点で治療指導と適切な教室指導は似通づてい

る。双方とも読みの技術と興味に関して望ましい結果を

もたらすことを目的としているし，そのために有効な動

機づけを与えるようにし，また学習者の能力に応じて指

導法や進度を変えていく。多くの教材を利用し，同じ学

習原理によって指導を行なう。

治療指導は修理工事だとよくいわれる。

しかしそのたとえは不正確である。機械工や鉛管工が

修理工事をする場合，以前には正常に動いていたものが

こわれてしまったときに，いろいろな方法で手を加えて

もとの満足すべき状態にもどすのが彼の責任である。こ

れに反して，治療指導において問題となるのは，一度で

きあがったものがこわれたというものではなくて，製作

に失敗したものなのである。治療の際に学ぶことの多く

は，彼にとってはじめて学習することである。学習の仕

事の一部は，失敗の習慣を除去し，その代りに彼に有効

な学習技術をつけさせることである。それ故，治療指導

は，学習者がある一つのことをはじめから学習するとい

う点で，相当程度発達的であるといってよい。

それでは治療指導と教室指導のちがいは何であろう

か。まず，治療指導では，普通の教室での指導よりも理

想的効果をもたらしやすいという事実である。非常に少

人数の集団，時には一人の子どもだけを取扱う治療教師

は，そのグループに専念するこができ，学習の不振をも

っている子どもの要求に遭遇する機械にめぐまれてい

る。この点で一般の教室指導より有利であり，ある意味

では，よき治療指導はよき教室指導の自乗の効果がある

－ 36－
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といってよい。

診断にもとずいた治療指導

教室指導では普通，①何か新しいことを教え，②それ

をどの程度修得したかをテストし，③必要があれば再度

教える。ところが治療指導ではテストからはじまる。何

故ならば治療指導をうける子どもは以前にも学習する機

会をもったものだからである。治療指導の指導計画はテ

ストにもとずいており，その修得の程度をチェックし，

必要な時には再指導をする。普通の教室指導の方式は，

指導一テスト一再指導であるが，治療指導の方式は，テ

ストー指導一再テスト一再指導である。

ライフル銃と散弾銃の相異を例にとってみると，散弾

銃では，多くの弾を入れたカートリッジを装添してい

て，銃が発射された時これらの弾が広範囲にとびだす。

獲物がその範囲内に入れば，多くの弾ははずれてもどれ

か一つの弾がそれをうちおとすであろう。それに対して

ライフル銃のカートリッジには比較的大きい弾が一つし

か入っていない。だがねらいが正確ならば，それはマト

をうち，散弾より非常に大きな衝撃をあたえる。ライオ

ンやクマなどの大きな獲物をうつときには散弾銃でなく

ライフル銃を用いる。

ある意味で，治療指導はライフル銃でうつのに似てい

る。治療教師は，診断的研究によってマトを十分にはっ

きりと見わけ，集中してその目標に直進すればよい。そ

れには多勢のグループの子どを指導する時のように，多

種多様な準備をする必要はない。もし，その不振の中心

的課題が見出されたら，その課題に照準を置いた治療計
画を作ることができる。

動機づけの技術

治療教師のところへつれてこられる子どものほとんど

は，教室で読みの学習をさせることをあきらめた者であ

る．彼らは大なり小なり元気をなくし，希望もなく怒り

っぽくなっている。彼らと読みとの接触は，恐怖と不快

と逃避傾向を促進する。治療教師はこのような感情に気

読承の不振の原因と治療

づき，それらを自然な，正常なものとして受入れ，多大

な注意を払わなければならない。治療指導における最も

重要な仕事の一つは，読みに対する感情を変えるための

手だすけをしてやることである。

動機づけに関する仕事には四つ主な面がある。第一

に，読みのできない子どもには，自分が好かれており，

自分の感情が人に理解され受け入れられていると感じさ

せる必要があるということ。第二には，読みにおける成

功を経験させることによって，希望の感情を与え，なが

年のフラストレーションや失敗や失意の結果にうちかて

るように導く必要があること。第三に，おもしろい読書

材料を用いたり,.いくらか人為的な誘因を利用すること

によって，興味の持続をはかる必要があること。第四

に，学習者の成熟が許す限り，彼の読みの困難の分析

や,彼自身の治療活動の計画立案や，彼の成果の評価な

どの仕事を学習者が自分でやるようにしむけるのが望ま
しいことである。

治療教師は，彼が取扱っている子どもに対して，自然

な同情と好意をもたねばならない。それぞれの教師は人

によって自分自身のパーソナリティーに一致したやり方

でそれをすることができる。良い治療教師のなかには静

かでやさしい人もあるし，活発で熱心な人もある。もし

彼の感情がほんものならば，それを表現することばは自

然にみつかるものである。子どものきらいな教師は，普

通’その子どもの問題を解決してやることはできない。

治療教師は特にこの子どもは今一時的なスランプにいる

にすぎないという信念を持つ必要がある。この子どもは

絶対によくなることができるのだという信念は，その子
どもの学習曲線の上下にかかわらず強いものでなくては
ならない。

一つうまくいくと万事がうまくいくものである。治療

計画の初期における活動は，子どもが必ず成功すること

ができるように計画されるべきである。一回のレッスン

における困難の度合や学習の量は，充分成功が確信でき

る位に低くしておかねばならない。だから，予想される

子どもの読みの水準よりも低めのところから出発する方
－ 3 7－
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が，その水準のところから出発するよりも通常よい結果読書に対するレデイネスができた後にも，ことばの勉強

をもたらすのである。新しい学習の量や教材の困難度に大くの時間を費すのはかしこいやり方ではない。

は，その計画が進行するにつれて徐々 に増加していく。自信喪失が子供の抵抗の主な原因である時には，初歩

成功は劇化され祝福されるべきである。進歩は進歩記にもどってはじめるやり方（beginoverapproach）が

録票によって明らかにされなけれぱならない。まわりで効果がある。子どもは，“君は一年生の時よりもずっと

ほめてやることが重要なのである。子どもの担任教師や大きくなったし，ずっとおりこうになったよ”といわれ

両親は，いつも治療教室における彼の最近の成績を知らる。そして“もし君が，また一年生と同じようなところ

され，子どもに賞讃を示してやるようにしなければいけからはじめれば，今ではすごくやさしいことばかりだ'’

ない。また，新しい成績を発表する機会を作ってやるべといわれる。彼が読みの技能の確固とした基礎をきずき

きである。上げれば，彼の年令と同じ水準で本を読み，楽しむこと

読みの不振児の多くは，一見して子どもっぽい本，まができるようになる。第一回目のレッスンをやさしく楽

たは赤ちゃん向きとわかるような本がきらいである。従しいものにすることが，興味と努力を育成するのに効果

って彼らに，実力相当のレベルの低い本を読ませようと的であることを忘れてはならない。抵抗のある子どもに

することは，いたずらに忍耐を強いる結果を生むにすぎは，遊びに見せかけたドリルを用いるのがよい。教師は

ない。一見大人向きの，または高学年向きのように見えいろいろな方法で｝比較的おもしろくないドリルを遊び

る本で，中味はやさしく，おもしろい話がのっているもの形で与えることができる。ここで必要なのは，一連の

のを利用する方がよい。 規則と採点法を考え出すことである。

ある子どもは，自分には助けが必要だということを否

抵抗の克服
定する。教師も母親も彼には助けが必要だと考えるが，

読むことを憎み，本を見ることもしない子どもには特彼は読めるのである。こういった子どもは大体年令より
別な接近のしかたをする必要がある。その一つで，しばも一・二年下の力しかない。彼は読めはするが，非常に
しば効果をあげてきていたのが作文(creativewriting）下手にしか読めないのである。このような子どもには，

の利用である。子どもは自分のレクリエーション的興自分の読書力テストを自分で採点させ，彼が得た得点の

味，すなわちスポーツ，ペット，趣味，すきなテレビ番意味についていっしょに話し合うのが賢明なやり方であ

組などについて話をするように促される。彼の興味の一る。彼の成熟を尊重していることを示し，彼はもう読め

つを選んだら，教師は駅それについての短い話を作ってるのだということを強調することは，彼が助けを必要と

みたいなら，先生がそれを書きとってあげると示唆すする事がらを教えるのと同様に必要なことなのである。

る。はじめのうちこの話は非常に短く，子ども自身の．補強されなければならない読みの技能を診断・判別する

トバで作り上げられるようにする。その話を教師がタイ時に，彼をパートナーとして扱うのが効果的な方法であ
プライターか印刷でコピーしたものを，必要に応じて助る。

け舟を与えながら，子ども自身に読ませる。普通，何回何人かの子どもたちは，なぜ教室では読めなくて治療
かこれをくり返した後には，その話を家にもって帰って場面では読めるのか，ということの理由の一つはプライ
両親に読んで聞かせることに重点を置く。長い，あまりバシーである。教室はプライバシーのふみにじりや欠陥
なじみのない語はわりに早くおぼえるのに，普通の短いに満ちている。これらの子どもたちは，他の子どもたち
ことばの誤りはなかなか治らないようである。動機へのの前で読むようにといわれただけで，自我意識の困惑の
目ざめが初期のレッスンの最も重要な目標である以上，ために麻簿したようになってしまう。教師と自分だけと

－38－
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力､，同じような問題をもった子どもたちばかりといっし

ょのときは，緊張は非常に少なく，彼らは読むことがで

きるのである。

指導技術

指導技術は，もちろん問題の程度や，学習者の困難の

特殊な性質によって変ってくる。指導技術について語る

時には，かならず一般化して語らねばならない。そし

て，これら一般的原理の適用の際の判断についてはとて

もここに述べつくすことはできない。

治療指導技術の中における有効な原理として，次のよ

うなものがあげられる。

1）もっとも根本的で中心的な問題からはじめる。

多くの場合，語の認知の困難さに根本的問題がある。

また，言語に対する無知，不注意，読みの速度のおそ

さ，といった比較的一般的でない困難さが中心になって

いる場合もある。

2）指導に柔軟性をもたせる。
白

ある子どもは，視覚的な，見て話す方法（look-and

saymethod）でならよく言語学習ができるが，他のも

のは，視知覚は貧弱だが音に対する能力があったり，ま

た運動的なものにすぐれ，写字や書字，書画による方が

よく学習できる子どももいるのであるから。

読承の不振の原因と治療

6）治療グループの中の各為の子どもを，完全に一人一

人別々の進度で教えていく。

7）同じ治療グループの他の子どもと成績を比較させな

いで，彼自身の過去の成績との比較をさせる。

8）責任を，教師から子ども自身へと次第に移行させる

ことを目標にして活動する。

多くの子どもは，何か新しい不安なものにぶつかった

時，今何をしたらよいかを教えてくれる先生がいるとい

う安心感をもつ必要がある。

9）家庭において一人で読むことができるようになるこ

とを目標とする。しかし，そうなるには，多くの子ども

にとって忍耐が必要であり，何週間も何ケ月もの時間が

かかる。

10）進歩の評価をたえず行ない，子どもの進歩の程度に
よって指導の内容を変えてやる。

子どもの進歩が著しければ著しいほど，計画はよりし

ばしば修正される必要がある。

要 約

読みの不振の原因を研究する際には，まずはずめに，

その子どもの一般的知能が彼の読みの能力よりも本当に

高いかどうかを調べ，真の不振が存在するかどうかをは

っきりさせる必要がある。

3）子どもの疲労の限界を考慮する。 ①子供の平常の読みにおける個人的水準，教育的水

多くの子どもたちは一回に数分間しか能率よく学習が準，葛藤的水準の三つの水準。

できない。それ以上特別な活動を続けさせることは’よ②その子どもがとくに困難を感じている読みの技能･

り多く学習できなくさせるばかりか，レッスンの最初に③心理的欠陥の有無｡例えば視覚や聴覚等の知覚困

学習したものの残効をも消してしまう。 難。

4）一治療時間の中に何種類かの活動をもりこむ。 ④子供の生まれてからの生育歴。

これには，音読，黙読，視覚的認知，音声的訓練など⑤感覚的欠陥とか神経学的条件といった医学的問題の

が含まれる。 有無。

5）学習を永続させるために，詳細な記録をとり，利用⑥読みに対する態度や感情○

す る。これらの全てが問題の原因の究明に加算される。とこ

手助けされずに語の認知のできた時にチェックをつけろが,これらすべての項目を知りつくすには，長期にわ

ておいた個人別の単語カードは，累積的記録の基礎になたる，複雑な，費用のかかる過程が必要である。その

る。上，比較的 少 数 の ケ ー ス しかこれらのすべてを知りつく

－ 39－
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すことはできない。けれども幸いにして，読みの不振の

ある子どもの多くは，彼の原因が十分に理解されなくと

も，現在の技術の水準とハンディキャップとの分析にも

とずいた治療指導によって回復していくのである。

治療指導は教室指導と多くの点で似ている。ただ違う

ところは，治療教師は一人又はごく少数の子どもと非常

に個人的に接触する点である。そしてよりよい指導をす

るための基本原理を理想的に利用する機会にめぐまれて

いるのである。

治療指導は，子どもの独自の問題や欲求の診断にもと

ずく，非常に個別化された指導であるといえる。それに

よって矯正される技能，効果があった教材，用いる方

法，などにおいて個別的であるということができる。

－ 40－
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江東区の子 ども の読 書

これは東京都江東区深川小学校3年以上に対して昭和

38年7月18日に行なった読書生活実態調査の結果の概要

である。同校では35年5月にも同じ方法で調査している

ので，その3年間の変動を見ることも意図されている。

1．読書の態度

前回とくらべると，3年16％，4年18％，5年2％，

6年10％の低下である。家庭の蔵書の増加と，俗悪マン

ガ雑誌を避けるように指導した効果のあらわれと見られ

ている。

4．マンガと一般富

p

9

37

進んで読む 進められて読む よく読む

一般書マンガ

全然読まない

一般書マンガ

３
５
３
２
７
７
５
８
７
６

３
２
２
２
１
１
１

男
女

68％

89

32

11

テレビ・ラジオがうるさい

ほかにしたいことがたくさんある

まわりがうるさい

読んでいる中に前の方を忘れる

小さい子がじゃまをする

眼や頭が痛くなる

文字やことばがむずかしい

手つだいが忙しくひまがない

勉強が忙しくてひまがない

場所がない

男
女
計

10％

17

14

副
朗
如

６
９
２

１
１

３
５
４

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

「進んで読む」が各学年とも多く，女子が男子にくら

べて高率であることは，前回と変わらないが，しかし前

回よりも一般に率がやや下っている。

2．公共図書館利用の有無

●

（％の残りは「ときどき読む｣）

マンガはなおよく読まれている。とくに男子では3年

36％が4年55％，5年58％，6年57％と，4年あたりか

ら高率になっている。女子では，3年22％，4年27％，

5年46％と上昇するが，6年で27％と下っている。

これに対して一般書は低調である。全然読まない者は

男女計で3年5％，4年7％，5年14％，6年23％と，

学年とともに上昇しており，この傾向は男子にいちじる

しい。これらの子どもの生活日課を調べて指導の手がか

りとしたいと述べている。

％35年度

利用している 利用していない

順位障害

男
女

40％

43

０
７
６
５

5．読書障害

利用者率は3年の28％から6年の53％へと学年が上に

なるにつれて増加しているが，前回とくらべると，男子

合計で18％の低下，女子では9％の上昇となっている。

この男子の低下を学年別に示すと，3年5％，4年10
％，5年15％，6年25％と，高学年ほど低下率が高い。

この原因はもっと追求されねばならない。女子の上昇

は，社会への適応性が高まってきたためであろうとして

いる。

3．貸本屋利用の状況

利用者率は3年36％，4年43％に対して，5年6年が

ともに61％で，高学年が高率である。男女別では男子50

％，女子52％で，ほとんど差がない。ただしその利用状

況は，週1冊あるいは1冊以下の程度で，週3冊以上と

いうのはごく少ない。

２
１
８
４

２
２
１
１
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11家の人に叱られる

12本をかつたり借りたりできない

４
４

12

5

'｡。

9． 読書傾向

雑誌・マンガが多くを占めているが，前回にくらべる

と15％減になり，参考書，物語が7～8増になってい

８
３
１

１
２
２

これは12項目について「はい」「いいえ」の反応をさ

せたもの。全般の傾向は前回と同じようだが，％はいく

ぶん減少している。「ほかにしたいことがたくさんあ

る」についてはもっと具体的に調べる必要がある。

6．読書時間数

男 女

17％

21

19

説

鋪
鴨
棚
側
捌
洲
側

と
話
話
想
活
女
探
ん
話
説
記
史
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歌
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寓
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小
冒
と
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歴
小
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ｉ
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Ｉ
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ｌ
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ｉ
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１
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学
そ
不

４
０
７

●
●
●

５
２
９

8.1

1．1

14．4
弓

12．0 3.8

5.61.1

男
女
計

10分～
30分

30分～
1時間

1時間～
2時間

2時間
以上

読ま
ない ９

９
１
１
６
３
０
７
３
６
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
８
７
１
２
６
６
－
１
０
４
０

２
１

33.3

４
８
６
７

●
●
●
●

５
３
０
２

朋
好
別

９
９
０１

男
女
計

Ⅳ

16％

7
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物語・伝記参考書雑誌マンガ絵本

前回とくらべると読書時間数が長くなっている。とく

に3年生は全回10分～30分が46％だったのに今回は8％

に減じ，30分～2時間が70％となっている。しかし高学

年ではあまり変化がないのは，各教科の家庭課題等のた

め，読書時間がとれないのであろうとしている。また男

女別に見ると，女子のほうが多い。男子は戸外活動がさ

かんだからであろう。

7．読書時間の一日に占める位置

１
５
８
１
３

０
●
●
●
●

１
３
０
１
０

日

前回は童話類に集中していたが，今回は読み物のはぱ

がかなり広くなっている。これも指導の効果であろう。

ただし低学年では童話類の好まれる傾向は前回と同じで

ある。とくに伝記が各学年とも好まれるようになった。

物語類の男女差が高学年にいくほど強くなる傾向は前回

より顕著である。

10．よく読まれている本

各学年のベストテンは次のようである。

3年生4年生

(1)ピノキオ野口英世

②おとぎ話小公女

( 3 ) 野 口 英 世 小 公 子

(4)シンデレラガリバー旅行記

(5)しあわせの王子ベートーベン

( 6)ドングリと山ねこごんぎつね

(7)名犬ラッシーバンピ

(8)フランダースの犬アルプスの少女

(9)イソップ童話アンデルセン童話

⑩ねずみの王様イソップ童話

放課後学校で読むのは3年生に多いが，4年以上は本

を借り出して家庭に持ちかえって読むものと思われる。

前回と大差はない。

8．蔵書の比率

放課後
学校で

帰宅後
夕食前

夕食後
就寝前

登校前

９
６
７

男
女
計

％４
２
３

妬
姐
妬

３
３
３

４
４
４
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江東区の子どもの読書

マッチうりの少女

家なき子

若草物語

怪盗ルパン

シートン動物記

宝島

5年生6年生

(1)野口英世アルプスの少女

②東海道中ひざくりげ十五少年漂流記

(3)トム・ソーヤー野口英世

( 4)福沢諭吉小公女

(5)ヘレン・ケラー 春を告げる烏

( 6 ) 小 公女 若 草 物 語

(7)ああ無情名探偵ホームズ

12．テレビを視聴する時間（単位分）

⑧
⑨
⑩

11．テレビをもつ家庭数

14．知能にくらべて読書能力が劣っている児童

偏差値の差が10以上の児童50名についての調べ。

1台

71

2台

15

台
３

３ 《
ロ
ー
参

〃
垂ない

全員10％

p

p

－43－

306 0901201501802 1 0 2 4 0 2 7 0 3 0 0 3 3 0 3 6 0 見 な い

28％

15

25

10

22

全員3％6121682031547023

％７
３
３
１
６

１
２
１
２
２

ただし3年には7時間，8時間，9時間というものが

各1％あり，4年にも9時間が1％ある。

13．知能にくらべて読書能力が優れている児童子

偏差値の差が10以上の児童50名について，その特徴を

調べてある。次の通り。

教 科の評定の平均好きな教科

553％国語43％

4 43 社会17

その 他 4 理科17

算数15

その他8

学習態度

まじめで，し っ か り し て い る 2 3 ％

積極的ではないがじっくり取り組む17
60‘

き ち ょ うめんである17

論 理 的 な思考力がある15

その他28

内田クレペリンの人柄類型

穏か型19％

冷静型17

気づかい型13

気楽型一一－13

強気型7

内的安定型7

その他 24

性格特徴

おとなしいがしっかりしている

何事にも積極的である

ものをじっくり見て深く考える

のんきで明朗である

内向的で友だちと遊ばない

凡帳面で根気強い

その他

読書態度

読書が好きで多読する

じっくり落着いて読む

積極的ではないが読書力はある

特定の読書傾向を持つ

その他

家庭環境

教育に熱心で読書に関心を持つ

経済的にめぐまれている

家庭は貧困だが，よく読書をする

家庭に本がたくさんある

その他

％８
６
６
９
８
６
７

１
１
１
２



読書科学（Ⅷ’4）

教科の評定の平均

54 ％

427

342

2 2 1

16

好きな教科 あき易く集中力がなく落着がない25

ぼんやりしている時が多く，継続的に仕事

ができない20

自信がなく不安定である’5

仕事は速いが粗雑である’0

ユーモア的で世話好きである10

そ の他20

読書態度

最後まで読めない25％

読書がきらいで読まない25

読む速度がおそい’3

目 が悪くて読まない’2

マ ン ガ は 読 む が 他 は 読 ま な い 1 0

そ の他’5

家庭環境

貧困で一室しかない25％

教育に無関心で読書に関心がない20

他のけいこ事で読書のひまがない10

親が多忙で子供の面倒がみれない10

周辺が騒々しく本が読めない8

そ の他27

〔同校編集「国語の読みの力を育てる読書指導」

昭39より〕

数
育
工
楽
科
他の

算
体
図
音
理
そ

％５
５
３
８
７
１

２
２
１
２

学習態度

注意散漫で落着がない

むら気で学習意欲が乏しい

消極的である

気まぐれで持続性に欠ける

根気強さがない

その他

人柄類型

朗か型

あっさり型

停電型

気づかい型

循環型

気重型

その他

性格特徴

％３
８
５
０
０
４

２
１
１
１
１
２

％５
３
２
０
８
７
５

２
１
１
１
２

公共図書館へ来る小中学生の読書

。

この調査は，大阪市立中央図書館小中学生室へくる小

中学生を対象に，かれらの読書生活について調査したも

のである。小学校は3年以上，男子45名，女子42名，中

学校は男子37名，女子74名で，計256名。昭和38年6月

15日実施。

1．あなたはほかの遊びとくらべて本を読むことがす

ぎてずか。（％）

好き ふつう きらい ●

「きらい」があるのは，宿題を調べにたまたま図書館

へ来たものであろう。

小学校男子

〃女子

中学校男子

〃女子

訓
別
弘
朋

７
６
０
６

６
７
６
６

２
０
．
６
６

－ 4 4 －



公共図書館へ来る小中学生の読書

い，(4)勉強のためになる，(5)長いものには名作が多いか

ら，の順。

短いよ承ものが好きな理由。(1)長いとあきてくるから

短いものがよい，②短時間で読めるから，(3)内容が簡単

でわかりよい，の順。

8．このごろ読んだ本の中て，すきなものがあればそ

の本のなまえをかいてください。（略）

9・どんな本を読んでみたいとおもいますか。（略）

10．本を読むこと，新聞を読むこと，ラジオを聞くこ

と，テレビを見ることのどれがいちばんすきてす

かo

テレビが50％前後を占め，次が本，新聞，ラジオの順

になっている。

テレビが好きな理由。(1)おもしろくて楽しい，②動き

があり実物がわかる，(3)見るだけでわかる，(4)理科や社

会の勉強になる，(5)知らないうちに好きになった，の

I頂。

本が好きな理由。(1)好きな本がいつでも何回でも読め

る，②知らないことがくわしくわかる，(3)知識が豊富に

なり自分のためになる，(4)国語の力がつく，(5)心がおち

つきなぐさめてくれる，(6)想像の余地があって楽しいな

どの順。

新聞が好きな理由。(1)毎日の社会のできごとがすぐわ

かる，②漢字や本を読む練習になる，(3)内容が豊富など

の順。

ラジオが好きな理由。(1)自分の好きな番組が聞ける，

②勉強しながら聞ける，の順。

（辰巳義幸氏提供）

2．本を読むことよりももつとすきなものはなんです

か。

5位までをあげると，小学校男子はスポーツ（14名)，

図画工作模型作り（7），テレビ・映画（5），勉強(2)，

遊び（2），で，女子はスポーツ（19名)，テレビ・映画

（8），図画エ作（6），音楽（6），手芸裁縫（5）と

なっている。中学生男子はスポーツ（25名)，音楽（9）

図画工作模型（6），テレビ・映画（2），遊び（2），

で，女子はスポーツ（8），テレビ・映画（7），遊び

（4），手芸裁縫（4），勉強（4）となっている。

3．学校の勉強のほかに，なにか読みますか（％）

p

長いよ承ものの好きな理由。(1)読承ごたえがあり長く

楽しめる，②内容が豊富である，(3)話のすじがおもしろ

ときど
き読む

あまり読
まない

毎日読む

朋
妃
師
姐

小学校男子

〃女子6

中学校男子

〃 女 子

９
１
２
４

２
２
２
２

０
４
６
６

６
７
６
６

１
５
２
９

１
１

－45－

4．本を読んて，どんなことがよかったと思います

か。（略）

5．本を選ぶとき，どうしてきめますか。

知識欲を承たすためという傾向が全体として強い。

「他の人からすすめられたから」は男子に少なく，女子

とくに中学生女子に多い。

6．じぷんで本をえらんだり，買ったりするのは，そ

の本のどういうところが気にいったからですか。

1－勉強のためになるから」というのが半数以上を占め

ている。次が「おもしろそうだ｣。

7．長いよみものと短いよみものでは，どちらがすき

てすか。

４
２
３
２

７
５
６
５

9

長いもの 短 い も の

小学校男子

〃女昌子

中学校男子

〃女子
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を説き，文学作品は道徳の「ねらい」を達成するための

単なる素材や手段ではないとしている。すなわち文学を

文学としてアプローチするときに，同時に道徳的なアブ・

ローチも可能になるのだとし，ただし読承物の選定には

計画性がなければならないとおさえている。

いずれも短編なので，論じ尽さないうらぷはあるが，

現在の時点での問題を明らかにした好論文である。

事例研究編は約120ページ。三つの小学校の実験報告

を掲げている。

その1は，奈良県桜井南小学校研究グループ・の「読書

による道徳教育一主として文学作品を中心として」であ

る。この特色は，この学校の道徳目標に照らして，適当

な文学作品を学年ごとに5冊ずつ選定し，それぞれを

「まるごと」読ませるというやり方である。従来のよう

な「こまぎれ」の資料では感動が浅いというのである。

年間計画一覧，展開例，指導実践記録を添えている。

その2は，東京都豊島区大塚台小学校の「伝記による

道徳指導」である。この学校では伝記資料のみを用いる

道徳指導計画を立て，各学年に数名の人物を配当し，そ

の伝記を読書資料のほかスライド・説話などによって全

伝的に与えるという試みをしている。いわゆる36項目の

基準にこだわらないで，なまの人間の生き方の真実に触

れて感動させていくというのである。配当表と実践例が

井沢純・室伏武（編著）読書による道徳指導

画

文部省が戦後再発足させた「道徳」では，その指導方

法の中に「読承物の利用」をあげている。これと並んで

「教師の説話」「視聴覚教材の利用」「劇化」その他が

あげられているが，これらもときに物語を材料とするこ

とがあると思われるので，その場合は読承物と共通した

指導の原理がはたらくと考えられる。すなわち「道徳」

における物語性の利用価値はかなり広いものであって，

方法としては重要な役割をうけもっていると思われる。

そこでこの物語性の人間形成への効果を追求すること

が，「道徳」指導の方法論の基礎固めに必要とされるの

であるが，本書はこれを主として文学作品の読書の場合

に焦点をしぼって，理論と実践との二つの角度からアプ

ローチしている。

理論編は約50ページ。室伏武の「読書による人間形

成｣，渡辺茂男の「児童の発達課題と文学作品｣，井沢純

の「文学作品と道徳指導」の3論文を並べている。最初

の室伏論文は，「道徳」を越えた人間形成の立場から，

パースナリティの適応理論を基礎にして，読書の効果を

分析している。この領域での定説となっている考え方を

要領よく集約したもので，その意味でこの領域のアウト

ラインを捕えるのにかっこうな小論である。

っ妾の湾切論女はすこし異質である。氏は「道徳教育

4

0

つぎの渡辺論文はすこし異質である。氏は「道徳教育添えてある。

は読書へのアブ・ローチの一つに過ぎないという観点」に その3は，東京都大田区田園調布小学校の「読書によ

立ち，むしろ批判的な角度から「道徳」における読書をる情操教育」である。この学校では，教科学習と関連す

見ている。だがわが国での「道徳」の基本線や，読書科る読書は従来どおり各領域の中で指導することとし，別

学現状には「寡聞」のふしが多く，したがって疑問を提に'情操の育成を目標とする読書指導の時間を特設してい

出する程度に終わっている。それにしても「道徳」に対る。そしてこの目標に適する読拳物を各学年20冊（主と

する部外者からの提言として聞くべき意見である。して文学害・伝記）ずつ選定し，そのうちの3冊を「必

つぎの井沢論文は，前の渡辺論文の疑点に答えるもの修図書」とし，あと3～4冊は選択図書とし，これらは

として注目される。氏は「徳目主義的構想からの脱却」特設時間内で取りあげる。残りの図書は推薦図書として

－46－
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子どもの自由読書にまかせる。年間計画一覧と実践例が

添えてある。

それぞれ特色のある研究仮説にもとずく実践的研究で

あって，なお問題を残しているところもあるが，現場に

はたいへん参考になる資料である。前の理論編とあいま

って，現在および将来の読書指導の行き方にたしかな道

標が打ち立てられたことを喜びとするものである。明治

図書，昭40,B5，183ペ，450円（阪本一郎）

佐藤泰正速読術入門

著者は昭和26年に刊行された草島時介の「どうすれば

速く上手に読めるか」の1部を書いている。この本はわ

が国での速読法のはしりであった。その後，この問題に

ついての研究をつづけてきた著者があらためて書き下し

たのが本書である。ただし前半は草島氏が執筆してい

る。

本書は「速読・速考・速断」と副題が付いており，現

代においてなぜ速さが必要であるかを説いて，速続とい

っても理解の深さをギセイにしたskimmingなどだけ

を指すのではなく，「読まれる材料，読む場面目的など

に適応してなされる，正しい深い理解をともなう速い読

承」のことであり，したがって「上手な読承」のことだ

としている。

この立場から著者はまず読承の視覚機制（生理・心理

的なメカニズム）を説く。ここでは，実験装置の解説な

どはもっと簡単にしたほうがよかったのではないかと感

じられる。この本の読者には事実だけが必要なのであっ

て，その研究法まで知る必要はないのだから。

次に「速読の基本条件」の章にはいる。ここでは生理

的な健康と，精神的な能力の成熟が，多くの因子に分析

して説明されている。だがこれは一般的な読承のレデイ

ネスの因子であって，これらの因子を満足にそなえなけ

れば速読ができないのは当然であるが，逆に読者の側か

ら言えば，それらの諸条件をそなえていない自分を知る

ことによって，自分には速読は不可能だというあきらめ

を抱いてしまうおそれがないかどうか。

書評

次の「悪習慣を取り除こう」の章から，いよいよ速読

のコツが説かれる。自分の読承の速度をおとしている原

因は何かが自己診断されるので，読者はこれによって自

分の欠陥を治療することを‘思いつくであろう。

次の「読承の目的と読承の速さ」で，読む目的によっ

て読承の速さが違うことを説く。また次の「読むものの

特質を知る」では，読む材料によって読欺方が違うこ

と，そのジャンルによる読承のコツが説かれる。さらに

「素速ぃ理解と上手なまとめ」の章では，さまざまな理

解のタイプ．と，その技術が説かれる。この3章でまた一

般的な読書の技術が解説され，読者はおあずけを食うの

であるが，著者は前記のような立場だから，入念に遅く

読むべきときも，同じ効果をあげるなら，すこしでも速

いほうがよいと説いている。

さていよいよ「速読術のいろいろ」の章が来る。そし

て次の「速く読む練習」で，具体的な練習法が紹介され

ているが，ここのところをもっとくわしく書いてほしか

ったという気がする。装置や器械を使う方法は，普通の

人にはできないことだから，だれにもできる方法をもっ

とていねいに書いてほしかった。

書塙から受ける感じでは，速読法のHowtoものの

ように期待したのであるが，著者は前記のような立場か

ら，読書法の全般を，かなりオーソドックスに説いてい

るのである。その点，即効的な効果を期待して読む読者

には物足りないかもしれない。しかし読書法の実験的研

究の今･日までの成果のおもなものはあらかた取り入れて

紹介してあるので，その全f貌を知ろうとする研究者に

は，たいへんわかりやすい入門書として迎えられるであ

ろう。

草島・佐藤の積コンビが生んだこの好著は，たんなる

きわものではないのである。きわめて平易に記述されて

いるが，しっかりとアカデミックな基盤に立って，技術

の前に理論を納得させようと図っている。アメリカでの

速読法のブームはかなり長く続いているようであるが，

わが国ではそれほど関心が盛りあがらないでいる。それ

というのも，ぎわもの的な速読法が出版されたため，そ

－47－



読書科学（Ⅷ’4）

の要求がありながら，それが満足されずじまいになった

ことにもよるのではあるまいか。そのような不信をばん

回するためにも，本書の意義は大きい。オリオン社，B

6，224ペ，320円（阪本一郎）

されている。終わりに文芸批評における心理学的方法を

論考している。これらは方法論の新しい開拓を目ざした

もので，たくさんの示唆をふくんでいる。

第4編「作家の創作心理学Jは，氏がもっとも力を入

れておられる領域である。まず「創作の理論」が説かれ

る。創作はたんなる創造的思考の過程ではない。科学的

な発明や発見とは異なり，“抽象の世界における新しい

ものの提示”であり，嘘感'清の通信”であるというラン

ガーの芸術論が支持されている。この立場から次に「イ

ンスピレーション」が説かれる。これは“社会的統制の

はっきりきいた夢”であるとされ，次いで「創作の社会

心理学」が説かれる。氏はB＝f（P，W）－Bは評

価，Pは読者（批評家)，Wは作品一であって，その

社会的な批評が作家を伸ばすのだという。

第5編は「実用丈の心理学｣。まず「新聞記事の心理

学」では，新聞記事の段落構造を分析してゑせ，その読

承やすさへの接近を捉している。「広告文の心理学」で

は，コピーの持たねばならぬ特殊の機能を分析する。

「翻訳丈の心理学」では，わかりにくい日本語の翻訳女

を改善するポイントが提出されている。これらは氏の文

章心理学の応用編ともいうべき分野で，氏の視野の広さ

を思わせる。

氏はほかにも視聴覚教育の領域で開拓的な仕事をつづ

けておられる。その忙しさの中で，たえず新しい問題に

挑戦し，歩一歩，文章心理学を大成してゆかれるのは，

いかに八面六ピの氏でも，なぷたいていのことではある

まい。また近く「文章心理学」の改訂版をお出しになる

そうだが，われわれはこれにも大きな期待をかけたい。

われわれの読書科学の研究に，本書と同じく，きわめて

多くの貴重なヒントを啓示してもらえそうだからであ

る。大日本図書KK，昭40,A5，326ペ，900円。

（阪本一郎）

波多野完治最近の文章心理学(紹介）

ａ
８
■
■
■
日今年は波多野博士が旧箸「文章心理学」を著わされて

から，ちょうど30年になる。その後昭和28年ごろまでの

研究は「ことばと文章の心理学」にまとめられ，それか

ら後の研究をまとめられたのが本書である。はっきりと

は書いてないが，今年は氏の還暦に当たるはずで，ご家

族への献辞や著者近影の口絵があるのは，その記念のふ

く承もあるらしい。こんな推量は余計なことだが，この

計算でいくと，氏の「文章心理学」はちょうど30歳のと

きの著作ということになる。そのときのいきさつが巻末

の「文章心理学の30年」に回顧録ふうに書いてある。な

ににしても30歳でこの新領域を開拓し，あと30年を無人

の境を行くごとく独歩してこられた業績は，いまさらな

がら感嘆のほかはない。

第1編「新しいレトリックと文章心理学」で，まず現

代のコミュニケーション革命の中にレトリック（修辞

学）が新しい形で復権を要求しつつあることを説き，こ

のために文章心理学はさらに前進しなければならぬと

し，その方向を照準している。

第2編は「作家の文章心理学」である。文章の形式の

面から見た研究は前著のほうに入れてあるので，ここで

は作品の内容分析の一例として，作家の色彩語について

’の調査を述べてある。作家によって色彩語を使う度数が

違い，また何色を多く使うか，それをどんなふうに使う

かが違う。したがって作品分析の手がかりとして役立つ

としている。

第3編は「文学の心理学」で，まず文学を心理学的に

研究するのに四つの方法があることを説き，吹に作家の

性格学的研究の方法が講述される。さらに作品の中に顔

を出している作者の性格をつかまえる方法の例として，

マッカーディのシェークスピアの作品分析の結果が紹介

ﾛ
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